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1. 計画の目的と改定の背景 
 

1.1. 計画改定の目的 

二ヶ領用水は、農業が生活の中心となっていた江戸時代から明治時代には、幹線水路及び支線水

路の延長が約 189.4km(推定距離)にも及ぶ我が国有数の農業用水でした。そこには、二ヶ領用水を

中心とした地域共同体が形成され、きめ細やかに管理された「水文化」がつくり上げられていまし

た。 

時はめぐり、昭和 30 年代以降の高度経済成長期の急激な都市化の中で、往時の豊かな水の流れ

の姿や、水とともにあった暮らしの多くが消失しています。 

しかしながら、二ヶ領用水が現在の川崎市の骨格をつくりあげたことは疑う余地もなく、現在で

は治水・利水機能上の大切な役割を果たし、同時に都市における貴重な水辺空間として市民に親し

まれています。 

本計画は、この川崎市にとって宝とも言うべき二ヶ領用水を、治水機能・利水機能・環境の機能

に加えて、歴史的な側面からも見つめ直し、総合的なまちづくりの観点から、かつて二ヶ領用水が

築いてきた伝統や、紡いできた数々の物語などをも未来につなげ、安全で心豊かな都市空間の創造

を目指すため、効果的で実現性の高い計画として改定するものです。 

 

 

  

（昭和 15(1940)年 国防婦人会による田植え）      （現在：宿河原線 緑橋付近） 

写真 1 二ヶ領用水の風景 
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1.2. 計画改定の背景 

二ヶ領用水総合基本計画は、平成 5(1993)年 3 月に「水網都市川崎の創造・水循環都市川崎の構

築・防災都市川崎の構築」の３つの基本方針を柱にして策定されました。 

主な施策メニューは、「用水路の保全・再現を目指した環境整備」「治水対策・防災対策の推進」

などのハード整備を中心としたものです。 

この計画の策定により、「二ヶ領用水久地円筒分水周辺の環境整備」や「治水を目的とした河道

整備」などが進められてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 二ヶ領用水総合基本計画（平成 5(1993)年）における基本理念・基本方針 

 

STEP１
行政と市民による啓蒙・啓発活動の展開
（ワークショップの開催）

STEP２
行政と市民の各種活動・運動の展開
（計画を推進する行政と市民の体制づくり）

STEP３
事業推進機関によるアピール方策の展開

 

図 2 二ヶ領用水総合基本計画（平成 5(1993)年）におけるアピール方策の展開方針 

 

基本理念

•二ヶ領用水を都市環境の姿を示す指標として捉えながら、川崎市固有の環
境・歴史素材として、21世紀に向けた新しいまちづくりの中に取り入れ、潤

いのある都市風景を創出させる。

•市民が深く二ヶ領用水を知り、関わり、親しむことにより、川崎市民相互の
理解と市民としての共感を形成させるなど、「都市再生」や「市民親交」の成

熟過程において、二ヶ領用水を通じた”新たな水文化”を創造していく。

水文化都市川崎水文化都市川崎
の創出の創出

「水網都市川崎」
の創造

「水循環都市川崎」
の構築

「防災都市川崎」
の構築

基本理念

•二ヶ領用水を都市環境の姿を示す指標として捉えながら、川崎市固有の環
境・歴史素材として、21世紀に向けた新しいまちづくりの中に取り入れ、潤

いのある都市風景を創出させる。

•市民が深く二ヶ領用水を知り、関わり、親しむことにより、川崎市民相互の
理解と市民としての共感を形成させるなど、「都市再生」や「市民親交」の成

熟過程において、二ヶ領用水を通じた”新たな水文化”を創造していく。

水文化都市川崎水文化都市川崎
の創出の創出

「水網都市川崎」
の創造

「水網都市川崎」
の創造

「水循環都市川崎」
の構築

「水循環都市川崎」
の構築

「防災都市川崎」
の構築

「防災都市川崎」
の構築
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一方で、計画策定から現在までの約 20 年が経過し、社会情勢や周辺土地利用が大きく変貌した

こと、「人口減少の予測や少子高齢化社会の到来などの新たな社会情勢局面を迎えていること」、ま

た、河川法の改正に代表されるように、「住民や市民団体が川づくりに参画することに対する重要

性の認識が高まってきたこと」や、「国や川崎市において様々な関連法令・政令の制定、計画の策

定が行われてきたこと」などの河川を取り巻く社会環境の変化が起きています。 

 

 

 

図 3 川崎市の人口の推移（予測）（川崎市新総合計画｢川崎再生フロンティアプラン｣より） 
 

 

図 4 川崎市の年齢３区分別人口の推移（予測） 

（川崎市新総合計画｢川崎再生フロンティアプラン｣より） 

 

川崎市でも、「川崎市新たな行財政改革プラン～第 4次改革プラン～」の策定と連動して、「川崎

市新総合計画｢川崎再生フロンティアプラン｣第 3期実行計画」が策定されています（平成 23(2011)

年）。フロンティアプランの中でのキーワードとして、「持続可能」「民間活力を活かした都市拠点

形成」「まちづくり」などが挙げられています。 

また、「川崎市環境基本計画」「川崎市都市計画マスタープラン」「川崎市緑の基本計画」「川崎

市景観計画」なども、社会情勢の変化を踏まえ、順次策定・改定が行われています。 
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そこで、二ヶ領用水総合基本計画においても、計画策定後約 20 年を契機に、計画の基本理念で

ある「水文化都市川崎の創造」の実現に向けて、効果的で実現性の高い計画に改定することとしま

した。 

 

・バブル経済の崩壊
・景気低迷の長期化に伴う財政の逼迫
・低成長経済
・少子高齢化の進展
・人口減少

川崎市基本構想
１９９２年（H４）

上
位
・
関
連
計
画

かわさき観光復興プラン
２００５年（H１７）

改定
二ヶ領用水総合基本計画
１９９３年（H５）

二ヶ領用水総合基本計画
２０１３年（H２５）（改

定）

第１次
川崎市行財政改革プラン
２００２年（H１４）

第２次
川崎市行財政改革プラン
２００５年（H１７）

新川崎市
行財政改革プラン
２００８年（H２０）

川崎市行財政改革

川崎市新たな行財政改革
プラン（第4次改革プラン）
２０１１年（H２３）

新たな社会経済情勢への対応

・多摩川流域のイメージアップ

・「自然とのふれあいの場・機会」

　の整備・演出

改　定
川崎市環境基本計画
２００２年（H１４）

川崎市環境基本計画
１９９４年（H６）

川崎市都市計画マスタープラン
２００７年（H１９）

川崎市景観計画
２００７年（H１９）

改　定川崎市緑の基本計画
「かわさき緑の３０プラン」

１９９５年（H７）

川崎市緑の基本計画
２００８年（H２０）

多摩川プラン
２００７年（H１９）

地域の市民と協力しながら、
水辺環境の保全・再生、親水性の向
上、
水辺に親しむ機会づくり、水辺の維持
管理を推進する

川崎新時代２０１０プラン
１９９３年（H５）

改　定 第１期
川崎再生フロンティアプラン
２００５年（H１７）

第２期
川崎再生フロンティアプラン
２００８年（H２０）

第３期
川崎再生フロンティアプラン
２０１１年（H２３）

川崎市新総合計画

・まちづくり
・接続可能
・地球環境対策
・民間活力を活かした都市拠点形成
・景観形成
・水と緑のネットワーク
・水辺空間を活かす

・二ヶ領用水などの貴重な資源を有効活用
・市民活動団体やNPO、国などとの協働・協調の取組みに
より、
　魅力ある水辺空間づくりを推進

・都市づくり
・環境に配慮
・地球に優しい
・共生
・快適（アメニティ）
・レクリエーション
・都市基盤、都市拠点の
　整備
・景観整備、親水整備

 

図 5 平成 5(1993)年から現在までの川崎市における関連計画の策定状況 

 

1.3. 計画改定の方向性 

今回の改定は、当初に策定された後の社会情勢や周辺土地利用の大きな変貌に対応すると共に、

これまでの二ヶ領用水の保存・復元を基本とした親水整備等のハード整備中心の計画から、市民と

の協働を基本とした具体的な施策を位置付けていくことを、計画改定の方向性とします。 
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1.4. 川崎市新総合計画の位置付け 
 

 川崎市新総合計画｢川崎再生フロンティアプラン｣は、平成１７年度から概ね１０年間にお

ける市政運営の基本方針であり、川崎市における最上位の計画であります。 

二ヶ領用水総合基本計画についてもその中に位置付けられており、まちづくりの基本目標

「誰もがいきいきと心豊かに暮せる持続可能な市民都市かわさき」を目指し、まちづくりの

基本方向に沿い、７つの基本政策のうち、Ⅵ「個性と魅力が輝くまちづくり」を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 川崎市新総合計画 基本政策Ⅵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　地域の歴史や文化に根ざした川崎らしさ
を大切にするとともに、さらに新しい魅力
を創造し、都市イメージの向上と多くの
人々が集い賑わいのあるまちづくりを進め
ながら、市民が愛着を持てるように地域資
源を活かした川崎の魅力を育てていきま
す。(抜粋)

個性と魅力が輝く
まちづくり

基本政策Ⅵ

３　多摩川などの
水辺空間を活かす

(2)　水と緑のふれあい
の場づくり

新
総
合

計
画
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2. 川崎市と二ヶ領用水のかかわり（二ヶ領用水の概要） 
 

2.1. 二ヶ領用水の歴史 

二ヶ領用水とは、慶長 16（1611）年に竣工した我が国有数の古い農業用水です。江戸時代に稲

毛領と川崎領にまたがって開削されたことに、その名は由来します。網目のように設けられたこの

用水を中心に地域共同体が形成され、川崎市の骨格をつくり上げていました。 

 

二ヶ領用水の建設は徳川家康の江戸入府にともない、江戸近在の治水と新田開発を命じられた用

水奉行小泉次大夫の差配の下に、地域の農民が力を合わせ、14 年の年月を費やして慶長 16（1611）

年に完成しました。用水の完成によって、稲毛領と川崎領の米の生産量は飛躍的に伸びました。し

かし、開削から 100 年が経過した江戸中期には、各所で老朽化が目立つようになったため、御普請

役人の田中休愚の指導の下、「上河原取入口圦樋」や「久地分量樋」など大規模な改修が行われ、

江戸中期には 60 ヶ村、約 2,000 ヘクタールの水田に水が引かれるようになりました。（その後も水

田は増え続け、明治 42（1909）年には最大の約 2,850 ヘクタールとなりました）。 

明治初期には、飲料水不足に悩んでいた横浜に、二ヶ領用水の水を供給することを目的に、鹿島

田堰から横浜まで木桶管を埋設し、横浜水道の水源となった時期もありました（工事不良等で漏水

も多く、大改修するもままならず、明治 20(1887)年には別ルートの導水路が開設され、二ヶ領用水

からの引水は終りました）。 

 

二ヶ領用水の周りには、豊かな田園風景が広がっていました。文豪田山花袋の「東京近郊一日の

行楽（大正 12(1923)年)」という紀行文集の中には、榎戸、登戸、溝の口あたりを散策したくだり

があり、花袋は二ヶ領用水がある風景を絶賛しています。（参考資料-1） 

 

また、二ヶ領用水からの引水は水田だけでなく、畑や桃畑、梨畑にも利用され、昭和初期ごろ中

原区域は全国でも有数の桃の産地でした。川崎区の大師河原は長十郎梨の発祥の地であり、大正初

期ごろには一面に梨畑が広がっていました。なお、長十郎梨は当時、梨の栽培品種の 8割を占めて

いました。 

 

時代が進み昭和になると川崎市の工業化が進行し、これまで水田であった土地の宅地化も進み、

川崎市の人口も急速に増加しました。高度経済成長期に入ると、昭和 30(1955)年に約 45 万人だっ

た人口は、昭和 35(1960)年には約 63 万人になりました。 

一方で、川崎市の海沿いの埋め立てが進み工場が増えるに従い、昭和 14(1939)年には、二ヶ領

用水の余剰水を上平間の取水口から取り入れた、日本初の公営工業用水道が創設され、海沿いの工

場地帯に工業用水が供給されました。市内の 16 工場に給水され、戦時中には大量の水を消費する

軍需工場にも二ヶ領用水の水が使われていました。さらに、昭和 34(1959)年には稲田取水場が建設

され、更なる水が二ヶ領用水から工業用水として市内各種の工場へと配水されました。このように、
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田畑を潤してきた二ヶ領用水は、時代の変化とともに「もう一つの二ヶ領用水」として工業を支え

る大切な役割を果たすようになりました。 

 

こうした中、昭和 30 年代半ば（1960 年～）の急激な都市化により、二ヶ領用水には多くの生活

排水が流入し、水路にはヘドロが堆積し、悪臭や水質の悪化が問題となりました。昭和 49（1974）

年には、生活排水の混入で水質悪化が進んだことにより、二ヶ領用水の上平間の取水口からの取水

については停止されました。このように、一時期は水質の悪い時期がありましたが、その後、下水

道整備が進んだことや、市民の日頃からの清掃活動などによって、現在二ヶ領用水の水質は、大幅

に改善されています。 

 

近年の川崎市は、再開発が活発となり、大規模マンション等の開発ラッシュを迎え、人口 140

万人を超える巨大都市となりました。 

現在の二ヶ領用水は、農業用水の役割をほぼ終えつつありますが、都市の中で、憩いや安らぎを

与える水と緑の空間として、また川崎市の発展の礎を築いた歴史のシンボルとして、多くの市民に

愛され親しまれています。 

上流域を中心に、自然環境や景観に配慮して、石材を使用した親水護岸や木製デッキ等が整備さ

れ、風情ある環境を創出しており、昔ながらの草堰が残されている箇所も見られます。 

二ヶ領用水の沿川では、市民が散策や花見などを楽しむ他にも、多くの市民団体が清掃活動や桜

や桃の植樹と管理、魚つかみ・散策などのイベント、歴史研究などの様々な活動が行われています。 

次世代を担う子ども達にとっても、自然と触れ合い、郷土川崎を知る貴重な生涯学習の場として、

二ヶ領用水を将来にわたって残し、受け継がれていくことが期待されます。 

 

 
（二ヶ領用水を利用した生活の様子（昭和 12(1937）年） 

写真 2 二ヶ領用水の歴史を示す写真（1） 
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(明治 43(1910)年につくられた八幡下圦樋）   （蛇籠でつくられた宿河原堰）(昭和初期) 

 

    

（昭和 20(1945)年竣工の上河原堰）    （近代の宿河原堰（昭和 24(1949)年竣工）) 

 

  

（明治 33(1900)年の小泉橋の再架橋開通式）  （昭和 16(1941)年 久地円筒分水完成時） 

写真 3 二ヶ領用水の歴史を示す写真（2） 
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図 7 二ヶ領用水 400 年史（二ヶ領用水知絵図 改定版より） 
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図 8 二ヶ領用水の変遷（二ヶ領用水知絵図 改定版より） 
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2.2. 二ヶ領用水久地円筒分水 

二ヶ領用水には、現存する歴史遺構が多くありますが、その中でも代表的なものとして、久地円

筒分水があります。 

 

江戸時代、二ヶ領用水は多摩川から上河原堰および宿河原堰の２箇所で取水されたのち、高津区

久地で合流し、「久地分量樋」へ導かれ、そこで四つの堀（久地堀、六ヶ村堀、川崎堀、根方堀）

に分水されていました。 

分量樋は、堰から溢れ出る流れを樋（水門）によって分ける施設であり、これにより各堀への分

流比を保とうとするものでしたが、川の中央部は流れが速く流量も多くなり、川岸に近い部分は流

れも緩やかで流量も少ないという川の性質から、なかなか正確な分水ができず、水量をめぐり水争

いが絶えませんでした。 

 

そこで、昭和 16（1941）年、多摩川右岸農業水利改良事務所長であった平賀栄治は、平瀬川の

改修に際して農業用水の正確な分水ができる装置として円筒分水の方式を採用したものです。平瀬

川の下を潜り、再び噴き上がってきた水を円筒の円周比により四つの堀に分水し、各堀へ用水を供

給できるように造られたのが「久地円筒分水」です。 

円筒分水の技術は、当時としては最も理想的かつ正確な自然分水方式の一つだったことから、近

年に至るまで各地で同様のものが築造され、現在も全国に100を越える円筒分水が存在しています。 

戦後、視察に訪れた連合国軍総司令部の技師により、アメリカにも紹介されたと言われています。 

 

「久地円筒分水」はその歴史的な重要性や、全国に広がる初期の円筒分水の事例であることから、

平成 10（1998）年に国の登録有形文化財に登録されています。 

地元では、平成 17(2005)年から町会や市民団体を中心に、毎年３月末に春の到来を告げる「円

筒分水スプリングフェスタ」が実施され、多くの市民が集い賑わっています。また、平成 21（2009）

年には、高津区による円筒分水修景整備も行われ、現在は地域の方々による美化活動などが進めら

れているほか、平成 23（2011）年には築造から 70 年の節目にあたり、全国の円筒分水関係者に呼

びかけ「水との共生」をテーマに、第一回全国円筒分水サミットが開催されています。 
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修景整備前（平成 18(2006)年 10 月）   修景整備後（平成 24(2012)年 10 月） 

写真 4 久地円筒分水の風景 

 

 

 

  
 

写真 5 円筒分水フェスタの様子（平成 22(2010)年 3 月） 
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2.3. 二ヶ領用水の現状 

(1) 二ヶ領用水の現状 

・二ヶ領用水は、高度経済成長期の住宅化に伴い、治水機能が優先されたことから、多くの区間 

 でコンクリート化され、また一部の区間では直線化されて、昔の様相を大きく変えています。 

・支川においては、用水が存在していても、多くが暗渠化や蓋架けがされており、堰と多数の分

水路などが消失しています。 

・暗渠化や蓋架けがされている区間については、上部を緑道や公園などに利用しているほか、当 

 時の遺構が残されている箇所があります。 

・二ヶ領用水は、二ヶ領本川、上河原線、宿河原線、円筒分水下流などで構成されており、市民

が親しむ水辺空間として様々な箇所で親水整備が実施されています。 

・二ヶ領用水沿川では、新旧様々な市民団体が清掃活動、桜や桃の植樹と管理、散策ガイド、歴 

 史研究など、多様な活動が行われています。 

 

二ヶ領用水の上流（上河原取水口）から下流（川崎区）にわたって、各区間の特徴を次頁以降に

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 親水整備状況 

 

山下川

五反田川

平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区

高津区

中原区

幸区

川崎区

二ヶ領用水(整備区間）
二ヶ領用水(未整備区間）

その他河川

凡　　例

二ヶ領本川
（上河原線）

二ヶ領用水
（宿河原線） 久地円筒分水
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【上河原取水口～新川橋まで】 

新川橋より上流の区間は、昭和 60年度以降に、自然豊かで市民が水に親しむことがで

きることを目指して整備が行われました。水辺に近づける場所も多く、付近の市民が水

とふれあう貴重な空間として活用されています。 

 

田村橋付近

南武線交差付近

田村橋付近

南武線交差付近

 
 

一本圦橋付近

橋本橋付近

いっぽんいり

一本圦橋付近

橋本橋付近

いっぽんいり

 
写真 6 上河原取水口～新川橋までの様子 
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【二ヶ領用水宿河原線】 

二ヶ領用水宿河原線は、周辺の自然をそのまま活かすように桜並木が整備され、また、

親水性や生態系に配慮した整備が全区間にわたって行われていることから、多くの市民

が訪れ、自然とふれあい、集う場として活用されています。 

 

仲乃橋付近

緑橋付近

なかの

仲乃橋付近

緑橋付近

なかの

 
 

八幡下橋

宿河原橋付近

はちまんした

八幡下橋

宿河原橋付近

はちまんした

 
写真 7 二ヶ領用水宿河原線の様子 
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【新川橋～久地円筒分水まで】 

新川橋から久地円筒分水の区間は、五反田川の流入などの影響により、治水上十分な

断面を確保する必要があることから、三面張りの直立護岸の区間が多くなっています。

 

稲生橋付近

徒橋付近

かち

いなお

稲生橋付近

徒橋付近

かち

いなお

 
 

鷹匠橋付近

長尾橋付近

たかじょう

ながお

鷹匠橋付近

長尾橋付近

たかじょう

ながお

 
写真 8 新川橋～久地円筒分水までの様子 
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【久地円筒分水～渋川分岐まで】 

久地円筒分水は平成 10(1998)年に国の登録有形文化財に登録されています。また、平

成 21(2009)年度に二ヶ領用水の歴史・文化を継承する拠点として整備が行われています。

久地円筒分水から竹橋上流までは、親水性・景観に配慮したフェンスが設置されてい

る区間となっています。 

 

大石橋

円筒分水

大石橋

円筒分水

 
 

二子南橋付近

竹橋付近

ふたこみなみ

二子南橋付近

竹橋付近

ふたこみなみ

 
写真 9 久地円筒分水～渋川分岐までの様子 
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【渋川分岐～平間配水所まで】 

渋川分岐地点から平間配水所の区間は、親水整備が実施されている区間もありますが、

昭和初期から実施されてきた三面張の水路が施工当時のまま残されている部分もありま

す。 

和合橋付近

渋川分岐付近

わごう

和合橋付近

渋川分岐付近

わごう

 
 

綱島街道との交差付近

今井南橋付近

綱島街道との交差付近

今井南橋付近

 
写真 10 渋川分岐～平間配水所までの様子 
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【平間配水所（旧浄水場）より下流】 

平間配水所（旧浄水場）より下流の区間は、川崎市の工業化に伴い開発が早期に実施

されたことから、現在では、多くの水路が消失し道路や宅地へと姿を変えていますが、

昔の水路を復元している区間（大師堀）や緑道として整備されている区間（町田堀）も

あります。 

 

写真

大師堀

町田堀跡

写真

大師堀

町田堀跡

 
 

南河原用水分流点跡碑

平間配水所（旧浄水場）付近

南河原用水分流点跡碑

平間配水所（旧浄水場）付近

 
写真 11 平間配水所より下流の様子 
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(2) 水量・水質の状況 

二ヶ領用水の水質は、高度経済成長期に悪化していましたが、下水道の普及や市民活動などによ

り水質が改善され、近年では、二ヶ領用水の環境基準である B 類型（3mg/L）をほぼ達成していま

す。 

 
※環境基準 B 類型とは、環境基本法により生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準として

定められているもので、その中に河川の状態を表す基準（ＢＯＤ）が示されております。基準について

は、ＡＡ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅと６段階に評価され、今回、示したとおり、二ヶ領用水については環境

基準 B類型となっています。 

 

山下川

五反田川

平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区 高津区

中原区

幸区

川崎区

①

②
③

④

0

5

10

15

20

25

30

S52 S54 S56 S58 S60 S62 S64 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H22

(B
O
D
 単
位
：
m
g/
l)

二ヶ領用水BOD経年変化（年度平均値）

②宿河原線・北村橋上

③本川・堰前橋

①本川・親水公園内

河川環境基準B類型

④円筒分水下流

・今井仲橋

 

図 10 二ヶ領用水水質状況（BOD） 

 

また、二ヶ領用水からの取水量も年々減少傾向にあり、昭和 9年に 9.349m3/s あった水利権量が、

平成 7年には 3.65m3/s となっています。 

表 1 二ヶ領用水における水利権量の変遷（工業用水含む） 

年次 水利権量 

昭和 9（1934）年 9.349 m3/s 

昭和 56（1981）年 5.85 m3/s 

平成 4（1992）年 5.05 m3/s 

平成 7（1995）年 3.65m3/s 
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2.4. 二ヶ領用水と市民とのかかわり 

二ヶ領用水では、沿川の住民が散策や水辺に親しむ他、二ヶ領用水を舞台として新旧様々な市民

団体が活動しています。清掃活動や桜や桃の植樹と管理、魚つかみ、散策ガイド、ウォーキング、

歴史研究・竹炭を利用した水質浄化等、様々な活動が実施されています。 

 

  
（かわさき水辺の楽校での魚つかみ）      （マジックハンドを使った清掃） 
（平成 22(2010)年 8 月）            （平成 23(2011)年 11 月） 

 

  
（みんなで歩こう二ヶ領用水）          (二ヶ領用水一斉清掃) 
（平成 22(2010)年 9 月）           （平成 22(2010)年 11 月） 

写真 12 二ヶ領用水での市民活動の様子 

 

 

(1) 二ヶ領用水における市民活動の状況（平成 22（2010）年 3月時点） 

「二ヶ領用水中原桃の会」や「二ヶ領用水ウォッチング・フォーラム」などの二ヶ領用水を中心

に活動している団体の他、多摩川関連の団体やガイド関連、文化･芸術関連、観光･まちづくり関連

の団体などの多様な分野で活動する団体が二ヶ領用水に関わる活動を展開しています。また、「二

ヶ領用水宿河原堤桜保存会」や「中原区文化協会」などの 70 年代に設立された歴史のある団体の

他、「NPO 法人多摩川エコミュージアム」や「久地円筒分水サポートクラブ」、「なかはら散策ガイド

の会」、｢二ヶ領用水宿河原堀を愛する会｣などの近年新しく設立された団体の参画もみられ、新旧

の団体が二ヶ領用水に関わる多様な活動を行っています。 
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表 2 二ヶ領用水に関わる市民活動団体 

 

（平成 22(2010)年 3月時点） 

分
類 

Ｎ
Ｏ 団体名 

形態※1 活 動 分 野※2 
設
立
年 

メ
ン
バ
ー
数 

年
齢
層 Ｎ 

市
・ボ 

ま 学 ス 保 児 高 社 生 環 動 子 校 情 N 地 

二
ヶ
領
用
水
関
連 

1 
二ヶ領用水 

中原桃の会 
 ● ○ ○ ○ ● ○   1986 100

30～

90 代

2 

二ヶ領用水 

ウォッチング・ 

フォーラム 
 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○   2004   

3 
二ヶ領用水宿河

原堀を愛する会 
 ● ● ○ ○  ○ 2007 63 60 代

4 
二ヶ領用水 

町田堀の会 
 ● ○ ● ○    6  

5 
二ヶ領用水宿河

原堤桜保存会 
 ● ● ●   1974 126  

6 
円筒分水 

サポートクラブ 
 ● ○ ●   2010 12  

7 
二ヶ領用水中原

桃の会 
 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○      

多
摩
川
関
連 

7 
多摩川 

エコミュージアム 
●   ○ ○ ●   2002   

8 たま・エコＰＪ  ● ○ ○ ● ●   1998 18 70 代

9 
とどろき 

水辺の楽校 
 ●  ○ ○ ○ ○ ● ○   2002 

30

 
50 代

ガ
イ
ド
関
連 

10 
かわさき歴史 

ガイド協会 
●  ○ ○ ● ●   2004   

11 
なかはら 

散策ガイドの会 
 ● ○ ● ●   2009 35 50 代

12 
高津シルバー 

ガイドの会 
 ● ● ○      

13 
多摩麻生観光 

ガイドの会 
 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○   2009 9 60 代

文
化
・
芸
術
関
連 

14 さえの会 ●  ○ ● ○ ○ ○  2005 80
10～

70 代

15 高津区文化協会 ●  ● ○   2005 87  

16 中原区文化協会  ●  ● ○   1971  
30～

70 代

観
光
・
ま
ち
づ
く
り
関
連

17 川崎区誌研究会  ● ○ ● ○   1994 
20
～
30

 

18 
川崎市観光協会

連合会 
 ● ● ○ ○ ○ ○      

19 
なかはら 

20 年構想委員会 
 ● ●      

20 
かわさき創造 

プロジェクト 
●   ● ● ○ ○   2005 40 60 代

 
※1 Ｎ：ＮＰＯ、市･ボ：市民活動団体･ボランティア 
※2 ま：まちづくり、学：学術・文化・芸術、ス：スポーツ、レクレーション、保：保健・医療・福祉、幼児、児：児童、 

高：高齢者、社：社会教育、生：生涯学習、環：環境保全、動：動物愛護、子：子どもの健全育成、校：学校・教育、 
情：情報化社会、N:NPO 支援、地：地域安全 

活動分野：●：団体の主たる活動分野 
     ○：主たる活動分野以外に実施している内容 
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(2) 二ヶ領用水に対する市民の意識 

二ヶ領用水に対する市民の意識に関して、「かわさき市民アンケート｣(平成 21(2009)年度)、「観

光に関する市民意識調査」(平成 21(2009)年度)などがあり、その集約結果から以下のことが挙げら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートの結果】 

○二ヶ領用水の認知度 

「行ったことがある」と「名前だけは知っている」を合わせた＜知っている＞が約 6割を占めて

います。一方、「知らない」も約 4割を占めています。 

行ったことがある

39.6

名前だけは知っている

20.9

知らない

37.1
無回答

2.3 ％
ｎ＝（1,424）

二ヶ領用水の認知度

行ったことがある

名前だけは知っている

知らない

無回答

知っている

 
 

○二ヶ領用水について知っていること（複数回答） 

 「桜の名所」が約 7割と最多。以下「農業・工業用水」、「久地円筒分水」と続いています。 

69.4 

46.1 

45.0 

29.2 

23.2 

18.0 

15.9 

15.5 

3.6 

2.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

桜の名所

農業・工業用水

久地円筒分水

県内最古の人工用水であること

二ヶ領せせらぎ館

川崎市が二ヶ領用水に沿って

形成されたこと

小泉次大夫

400年前に完成したこと

その他

無回答

％

ｎ＝（1,424）
二ヶ領用水について知っていること（複数回答）

 

～既往市民アンケート結果にみる二ヶ領用水に対する市民意識～ 

・ 二ヶ領用水の認知度は約 6割。約 4割が不認知。 

・ 二ヶ領用水の整備よりも自然環境の保全や歴史・文化の伝承が重視されている。 

・ 二ヶ領用水を活かした体験・学習型活動の充実や観光地としてのＰＲが求めら

れている。 

出典：平成 21 年度かわさき市民アンケート

出典：平成 21 年度かわさき市民アンケート
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○二ヶ領用水に親しむために必要なイベント（三つまで回答） 

「水に触れる体験学習」が 3割強と最も多いです。次いで「観光地としての PR活動」、「自然観察

会の実施」、「ウォークラリーの開催」、「清掃活動」が多くなっています。 

 

 

34.3 

32.7 

32.3 

31.0 

25.9 

11.0 

10.5 

10.2 

3.2 

10.4 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

水に触れる体験学習

観光地としてのＰＲ活動

自然観察会の実施

ウォークラリーの開催

地域で実施する清掃活動

写真展や写生大会

シンポジウムや講演会の開催

音楽会・コンサート

その他

無回答

％

ｎ＝（1,424）
二ヶ領に親しむ為に必要なイベント（三つまで回答）

 
 

 

 

○観光資源としての認知状況等（久地円筒分水） 

二ヶ領用水久地円筒分水は、市内の主な観光施設・場所において、認知度や訪問経験、紹介した

い施設としての順位は、ほぼ中位に位置しています。 
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49.8 
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31.4 

22.0 
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9.4 
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王禅寺

二ヶ領用水円筒分水

東扇島東公園（人工海浜）
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中原平和公園

大山街道

屋形船（川崎港からの出港）
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浄慶寺

％

認知度

56.6 

38.8 

30.5 

29.4 

25.2 

19.7 

18.4 

15.7 

15.6 

14.4 

12.7 

12.3 
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二ヶ領用水円筒分水

東扇島東公園（人工海浜）

中原平和公園

青少年科学館（プラネタリウム）
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王禅寺

等覚院

影向寺

浄慶寺

川崎市アートセンター

屋形船（川崎港からの出港）

％

訪問経験

45.7 

36.6 

28.4 

20.8 

20.2 

19.5 

18.6 

16.4 

14.3 

13.3 

12.0 

6.9 
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4.5 

4.4 

2.9 

2.9 

2.6 

2.3 

2.3 

2.0 
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川崎大師
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ミューザ川崎シンフォニーフォール

ラ チッタデッラ

等々力緑地

東高根森林公園

夢見ヶ崎動物公園

青少年科学館（プラネタリウム）

東扇島東公園（人工海浜）

市民ミュージアム

二ヶ領用水円筒分水

コリアタウン

等覚院

屋形船（川崎港からの出港）

王禅寺

中原平和公園

川崎市アートセンター

旧東海道

影向寺

浄慶寺

大山街道

％

紹介したい施設

 

出典：平成 21 年度かわさき市民アンケート

出典：平成 21 年度観光に関する市民意識調査
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 ○これからの二ヶ領用水に重要なこと（平成 5(1994)年度と平成 21(2009)年度の比較） 

「きれいな水にすること」が計画策定当時から現在においても変わらず、最多でした。同じく「自

然豊かな川にすること」も変わらず多くなっています。 

また、平成 21(2009)年度は、新たに「歴史や文化を次世代に伝えること」や「地域が一体とな

って川を保全すること」が上位に位置しました。 
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これからの二ヶ領用水はどの様な姿になればよいか？
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％
（複数回答）ｎ＝（1,424）
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５
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度

平

成

２１

年

度

 
 

出典：平成 21 年度かわさき市民アンケート

出典：平成 5 年度二ヶ領用水総合基本計画報告書
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2.5. 二ヶ領用水への川崎市の取組 

川崎市では、二ヶ領用水が有する治水・利水・環境の維持・向上や、市民の活動に対する支援に

向けた様々な取組を実施しています。 

 

(1) 二ヶ領用水の環境・親水整備 

川崎市では、昭和 60 年ごろから、都市における多様な河川景観の形成・親水性向上を目指して、

二ヶ領用水全川にわたって環境・親水整備を進めています。 

 

山下川

五反田川

平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区 高津区

中原区

幸区

川崎区

②二ヶ領本川

①二ヶ領本川（上河原線）

④二ヶ領用水（宿河原線） ⑥二ヶ領用水（円筒分水下流）

③二ヶ領本川 ⑤二ヶ領用水（円筒分水下流） ⑦大師堀

②
①

③
④

⑤

⑥

⑦

 

写真 13 二ヶ領用水における環境整備の例 

 

(2) 二ヶ領用水の治水整備 

二ヶ領用水については、一定規模の降雨に対する当面の安全性を確保するための整備が完了して

います。 

さらに、五反田川放水路の整備により、二ヶ領用水の治水安全度はより高まります。 

また、河川の整備以外にも、流域の雨水貯留浸透施設の設置を推進し、雨水を流域に一時貯留す

ることで、洪水規模を低減する対策も推進しています。 
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(3) 二ヶ領用水竣工 400年記念プロジェクトの開催 

平成23(2011)年3月に二ヶ領用水が竣工400年を迎えることを契機

に、平成 21(2009)年 4 月 26 日に市民主体で「二ヶ領用水竣工 400 年

プロジェクト」が発足し、二ヶ領用水竣工 400 年記念事業が始まりま

した。当プロジェクトには最終的には 35 の市民団体が参加し、2年間

で 120 以上ものイベントが開催されました。また、その中で散策マップや学習教材用の DVD（2枚）

の制作、知絵図の改訂、散策マップの作成なども行われました。竣工 400 年記念事業をきっかけと

して団体相互の交流・連携の芽が育ち始めています。 

 

           

（DVD の制作）             （二ヶ領用水散策マップの作成） 
 

  

（プロジェクト結成の集い）       （宿河原堤の桜並木の菰（こも）巻き） 
 

  

（植樹祭での広報活動）             （情報誌の掲載） 
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平成 23(2011)年 2月 27 日（日）には、中原市民館において「二ヶ領用水竣工 400 年記念シンポジ

ウム」が開催されました。このシンポジウムは、「地域社会に対する愛情と誇りを育み、今後のまち

づくりや地域活性化につなげるため、地域の貴重な資源である二ヶ領用水の歴史、文化を学び、地域

資産として後世に伝えていく」ことを目的としたもので、当日は 500 人以上もの来場者があり、二ヶ

領用水に対する市民の熱い思いを参加者全員で共有する機会となりました。 

 

 

（プロジェクト発表会） 
 

  
（阿部 孝夫川崎市長 あいさつ）       （フォトコンテスト） 

 

  
(小学校のとりくみ発表)        (基調講演 村松昭(絵本作家)) 
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2.6. 二ヶ領用水が抱える課題 

二ヶ領用水は、市民の憩いの場として、また川崎のシンボルとして後世に継承するために整備が

進められてきましたが、現状においては多くの課題が残されており、市民が考える意見として以下

の項目が出されています。 

表 3 二ヶ領用水が現状で抱える課題 

大分類 小分類 現状の課題・問題点 

水路の保全・保存 

復元 

 再開発に伴う復元計画がない 
 緑道と一体となった再現ゾーンの検討 
 その場所の特徴を活かした整備がなされていない 
 原風景の再現がなされていない 

保全・ 

保存 

 暗渠も含めた全水系の保全がなされていない 
（支川の消滅） 
 保存の対象が絞られていない 

自然環境の保全・保存 

自然 

 自然を残した治水対策がない 
 桜や桃の問題（虫も含めて） 
 生態系の悪化（例：蛍の消滅） 

水量 
 水量が少ない 
 下水処理水の活用が実施されていない 

水質 
 水質が悪い（子どもが遊ぶには十分でない） 
 汚水の流入 
 自然浄化力が弱い（例：素掘り、水草） 

景観 
 沿川の放置自転車 
 景観形成 

親水化 

 散策路の整備が不十分 
 散策路の連続性がない 
 親水性の整備が進んでいない 
 柵・フェンスによる阻害 
 水路へのアプローチが悪い 
 トイレやベンチの不足 
 用水の水活動と水防地点 

歴史・継承 

 農業・生活用水の面影がない 
 歴史が見えない 
 歴史研究の立ち遅れ 
 工夫のある詳細なサインが存在しない 
 二ヶ領用水のモニュメント・シンボルがない 

市民協働・意識醸成 

 市民意識の低さ 
 マナー悪化（ポイ捨て） 
 維持管理に費用がかかる 
 市民ネットワークの維持 
 二ヶ領用水について周知させる必要がある 
 子ども達を巻き込んだ活動 
 学校教育との連携が必要 

まちづくり 
防災  防災の観点から二ヶ領用水を捉える 

 
 二ヶ領用水を保全していく為の条例が不十分 
 二ヶ領用水の有効活用ができていない 

計画について  二ヶ領用水の位置付け・体系化 
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 このような市民意見や現状での問題点を整理し、二ヶ領用水における課題を下記に示しまし

た。 

 

・川崎を育んだ「いのちの水」二ヶ領用水の適切な保全が求められています。 

・桜まつりなど、市民に親しまれている樹木の老朽化が目立っており、計画的な更新が必要です。 

・二ヶ領用水を川崎の宝として後世に伝えるために二ヶ領用水が持つ歴史、文化を引継ぐ取組が

必要です。 

・二ヶ領用水全川において、市民意識、維持管理体制の向上が求められています。 

・親水未整備箇所については、より水に親しみやすい整備が求められています。 

・二ヶ領用水の沿川に存在する未利用地については、市民が集い、憩える場所とするための整備

が求められいます。 
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2.7. 二ヶ領用水に望む姿 

二ヶ領用水総合基本計画を改定するにあたり、これからの二ヶ領用水に望む姿について市民から

の意見を整理すると、以下のようにまとまりました。 

 

【都市の中での水路やその景観を保全する】 

 

 

【豊かな自然環境を保全する】 

 

③ 二ヶ領用水の豊かな自然環境を保全していきたい 
④ 適性な水量の確保・水質の改善が重要である 

 

  

写真 15 左：桃の木々(竹橋上流)右：景観に合った水量が流れる様子(中野島付近)

① 消滅してしまった水路が多くあり、後世に向けて出来る限り残していきたい 
② 用水路らしい景観を守っていきたい 
 

  

写真 14 左：昔の面影を残した整備(中野島付近)右：用水路らしい景観(中原区内)



 

 32

 

【二ヶ領用水が育んだ歴史・文化を継承する】 

 

 

【市民が憩い、交流する場として活用する】 

 

 

⑧ 二ヶ領用水を舞台として市民が活動できるイベントを推進したい 
⑨ 二ヶ領用水を市民ネットワークの軸にしたい 
 

  

写真 17 二ヶ領用水竣工 400 年プロジェクトでのイベントの様子 

⑤ 二ヶ領用水の歴史についてもっと深く知りたい 
⑥ 歴史や文化を伝えるためのイベントや仕組みづくりに力を入れる 
⑦ 二ヶ領用水を巡ることで歴史も学べるようにしたい 
 

  

写真 16 左：歴史案内看板（八幡下橋）右：昔活用された草堰の存在 
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【歴史や親水性などに配慮した整備の推進】 

 

 

 

 

 

⑩ 今後水辺を整備するにあたっては、二ヶ領用水が有する歴史・文化・自然に配慮
した整備を行ってほしい 

⑪ 市民が二ヶ領用水を利用し易いように整備を進めて欲しい 
⑫ 防災の観点からも二ヶ領用水を活用できるように整備して欲しい 
 

  

写真 18 左：旧大師堀の拠点整備 右：親水性に配慮した整備（中野島中学校付近）

 

  

写真 19 左：二ヶ領用水宿河原線の整備 右：久地円筒分水の環境整備 
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3.  計画の概要 
 

3.1. 計画対象区間 

 本計画の対象区間は、多摩区布田７４３番地先（上河原堰付近）及び多摩区宿河原１丁目１４ 

９３番地（宿河原堰付近）より高津区久地３４０番地先（久地円筒分水）を経由し、幸区鹿島田

１０２３番地先までの約１８．４㎞の幹線区間を基本とし、歴史継承などの施策については、二

ヶ領用水が存在していた幸区、川崎区の区間や地域も含めたものとします。 

 

3.2. 計画対象期間 

本計画は、効果的で実現性の高い計画として、概ね 10 年後の将来像を展望し、基本方針・事業

の実施や展開内容を定めたものです。 

 

3.3. 計画の検討体制 

今回の計画改定に向け、下記に示す検討委員会と市民会議の 2つの体制で検討を行いました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

検討体制 

             メンバー
           ・学識経験者
           ・市民会議
　　　  　  （代表・副代表）
　　　     ・各河川管理者

　　　     ・関連行政機関

　

     メンバー
 ・市民団体代表
 ・清掃活動団体
 ・各区の推薦
　（町内会・自治会）

 ・各区役所等

市　民　会　議 検　討　委　員　会

総合的知見

専門的知見

具体的知見

市民会議
　（代表・
　副代表）
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3.4. 基本理念・基本方針 

二ヶ領用水総合基本計画の基本理念・基本方針を以下のとおり設定しました。 

  基本理念については、平成 5（1993）年 3 月に策定された計画を継承し、｢水文化都市川崎の創

造｣としました。 

  また、基本方針については、｢守る｣、｢活かす｣、｢整える｣の 3本柱で構成しています。 

 

 

 

 
　　　○二ヶ領用水を川崎市の都市環境の姿を示すシンボルとして捉え、川崎市固有の環境・
　　　　歴史的資源として次世代の街・人々に継承し、持続的な社会の構築に向けて活用して
　　　　いきます。
　　　○市民が深く二ヶ領用水を知り、親しむことにより、川崎市民相互の理解と市民としての
　　　　共感を養うなど「都市再生」や「市民親交」の成熟の中で、二ヶ領用水を通じた“新たな
　　　　水文化”を創造します。

基
本
理
念

水文化都市川崎の創造

★基本方針①：川崎の宝として二ヶ領用水を守る
　【二ヶ領用水とその景観の保全】
　　二ヶ領用水がもたらす風景を後世まで残すために、水路や景観を保全する取組・
　ルールづくりを推進します。
　【まちなかの貴重な自然環境の保全】：
　　都市環境の中で人々に「憩い」と「潤い」を与える二ヶ領用水の豊かな自然を守る
　ために、水量・水質の維持・回復を図り、豊かな水辺環境を育みます。

★基本方針②：地域の魅力づくり・活性化に二ヶ領用水を活かす
　【歴史・文化をつなぐ】
　　市民が二ヶ領用水を身近に感じ、その有する歴史・文化の魅力を学び、次世代へと
　つなげるための取組を推進します。
　【市民連携・交流の場としての活用】
　　市民が二ヶ領用水を中心に集い・交流を深めるための取組・イベントを推進し、
　地域の魅力づくり・活性化に二ヶ領用水を活かしていきます。

★基本方針③：市民に身近な二ヶ領用水を整える
　【記憶をつなぐ整備】
　　二ヶ領用水の自然・歴史を受け継ぎ・再生し、次世代へつなぐための整備を進めます。
　【利用環境向上に向けた整備】
　　子どもから高齢者まで市民が活用するにあたって、利用しやすい親みのある二ヶ領
　用水を目指して整備を進めます。
　【安全・安心に向けた整備】
　　安全・安心なまちづくりに向けて、治水・防災面での整備を進めます。

基
本
方
針

守
る

活
か
す

整
え
る
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3.5. 実現に向けた推進施策メニュー 

基本理念・基本方針の実現に向けて推進すべき施策メニューを以下のとおり設定しました。 

 

 

○二ヶ領用水を川崎
市の都市環境の姿を
示すシンボルとして捉
え、川崎市固有の環
境・歴史的資源として
次世代の街・人々に
継承し、持続的な社
会の構築に向けて活
用していく。

○市民が深く二ヶ領
用水を知り、親しむこ
とにより、川崎市民相
互の理解と市民とし
ての共感を養うなど、
「都市再生」や「市民
親交」の成熟の中
で、二ヶ領用水を通じ
た“新たな水文化”を
創造する。

地域の魅力づくり・
活性化に二ヶ領用
水を活かす

歴史・文化をつなぐ

市民に身近な
二ヶ領用水を整える

記憶をつなぐ整備

利用環境向上に
向けた整備

安全・安心に
向けた整備

基本理念 基本方針 施策の方向性（分類）

二ヶ領用水と
その景観の保全

川崎の宝として
二ヶ領用水を守る

推進施策

歴史・文化に学ぶ 水路網図の精査
歴史・文化研究の推進

歴史・文化を伝える ボランティアガイドの育成
総合学習や学校教育・生涯学
習の促進
広報活動の充実
勉強会・歴史文化講座の開催

歴史・文化を巡る 散策ルートの設定・ガイドマップ
の制作
歴史説明板の設置

歴史を活かす整備 農業用水を考慮した整備
古い石材等の利用による整備

自然を活かす整備 多自然整備

水文化をまちづくりに 憩いの場としての整備
水路の復活

水とのふれあいの場づくり 散策路の延伸・整備
親水整備の促進

利便性の向上 トイレの設置

防災への活用 災害・火災時用水への活用

地球にやさしい 温暖化対応策

誇れる景色に 景観の継承
放置自転車対策

用水保全に向けた
取組の推進

維持管理の充実
後世へつなぐために

まちなかの貴重な
自然環境の保全

樹木の保全・管理 適正な植生の管理
桃畑の復活

豊かな川へ（水量）
取水量の確保

きれいな川へ（水質） 浄化対策の推進
流入水の対策

治水安全度の向上 治水整備の推進

市民連携・交流の場
としての活用

市民協働による美化活動 美化活動の促進

市民ネットワークの構築 連携による二ヶ領用水の創造

二ヶ領用水で集う イベントの開催

　守る

活かす

整える
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4. 計画実現のための施策 
 

二ヶ領用水総合基本計画の基本理念・基本方針を実現するための施策内容を整理しました。 

計画実現のための施策では、以下について明記し、施策の実現性の確保に努めます。 

 

表 4 計画実現のための施策 記載内容 

記載事項 説 明 

施策内容 具体的施策名称を記載 

事業区分 

事業の区分を以下のとおり記載 

○事業区分 

先導事業 
新規事業の中から、優先的に早期着手を目指す施策（内

容については 5章に記述します） 

新規事業 

新たな事業展開が期待される施策で、先導事業に牽引さ

れていく中で、社会情勢や市民意識が一定程度醸成され

ることで事業着手を目指す施策として位置づけたもので

あり、当面は行政が主導していく施策 

継続事業 

既に事業展開されている施策及び、先行して行った施策

であり、事業展開にあたり、事業のレベルアップを視野

に入れ引き続き継続的に事業を推進していく施策 
 

重点地域 

地域の視点区分に従い、重点とすべき地域を記載 

○重点地域の区分 

① 久地円筒分水より上流の区域 

② 久地円筒分水から鹿島田の区域 

③ 鹿島田より下流の区域 

④ 全区間 
 

 

施策の実現にあたっては、市民・行政の協働が前提となります。それぞれが連携して、具体的な

施策を推進する必要があります。本章では、「3.5. 実現に向けた推進施策メニュー」の内容を示し

ておりますが、これは「二ヶ領用水総合基本計画 検討委員会・市民会議」での意見を基に、最大

限の実現を目指した内容となっております。今後、本章に示す施策内容の推進に取り組んでいきま

すが、実施にあたっては、関係機関との詳細な調整が必要となります。 
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4.1. 計画策定における地域ごとの視点について 

二ヶ領用水における現在の各地域の整備状況や環境を踏まえ、以下のとおり地域ごとの視点を設

定し、今後実施していく施策メニューに反映させます。なお、歴史の継承などは全川に関わる視点

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 二ヶ領用水の地域区分 

 

 

表 5 二ヶ領用水における地域の視点 

久地円筒分水 

より上流 

の区間 

・住宅市街地内に部分的に農地や緑地が存在し、二ヶ領用水から取水が図られています。 

・新川橋から久地円筒分水までは、河床が低く河川断面に余裕が無いため親水整備は行わ

れていないものの、その上流では昭和 60 年度から行われた親水整備で、用水としての美

観を考慮した自然に近い河川を目指し、既存の樹木や取水堰等の施設を活かしながら気

軽に水辺に近づけるようにしており、平成20年度の橋本橋周辺の改修をもって完成してい

ます。 

⇒先人たちが築き上げた農業用水の面影を活かしながら、失われつつある田園風景を

二ヶ領用水を主軸に保全し、より良い状態で後世に継承して行くことを目指します。 

久地円筒分水 

から鹿島田 

の区間 

・既成住宅市街地が形成されており、農地は少なくなっています。昭和初期から蛇行してい

た流路を直線化しており、親水整備については平成初頭から数年間で整備が行われてま

す。この区間は河川区域に住宅が密接していることから、限られた範囲の中で住宅市街地

に新たな風景を創出するよう親水性を確保しながら都市空間にマッチした整備を行ってきま

したが、バブル崩壊の影響から全体の完成を待たず事業の延期に至っています。 

⇒住宅市街地に親水性と新たな風景を創出してきたこれまでの方向に基づき、地域の

歴史を活かしつつ、河川区域に余裕がある部分の親水整備等を目指します。 

鹿島田より 

下流の区域 

・河川や水路が存在せず、商業・業務系用途が集積した過密化した市街地となっています。 

・大正末期からの川崎地区への工場進出は、工業用水の供給量の増加が求められ、それ

に伴い平間配水所から二ヶ領用水の取水が行われたことにより、取水口から下流は廃川と

なり、現在は道路や宅地へと姿を変えています。 

⇒再開発事業等の中での消失した産業（農業）用水としての再現の協力を求めるととも

に、二ヶ領用水の歴史に光を当て、広く後世に継承していくことを目指します。 

山下川

五反田川
平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区

高津区

中原区

幸区
川崎区

二ヶ領用水

二ヶ領用水(元流路）

その他河川

凡　　例

久地円筒分水より

上流の区間

久地円筒分水から

鹿島田の区間

鹿島田より

下流の区域

全川を対象（歴史継承など）
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4.2. 基本方針①：川崎の宝として二ヶ領用水を守る 

基本方針①「川崎の宝として二ヶ領用水を守る」については、以下の施策を推進します。 

 

表 6 基本方針①「川崎の宝として二ヶ領用水を守る」推進施策一覧 

・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組 継続 ③

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業
・河川維持工事

継続 ①②

・水辺の愛護活動
・川崎市河川愛護ボランティア

継続 ①②

・条例の制定に向けた検討 新規 ④

・選奨土木遺産の認定を受けた活用 継続 ①②

・文化財の指定・登録 新規 ④

・溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画
・小杉地区緑化推進重点地区計画
・登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区緑化推進重点地区計画

継続 ①②

・二ヶ領用水宿河原堀まちづくり協議会
・二ヶ領用水沿川のまちづくり協議会による
　まちづくりルール策定の支援

継続 ①②

・周辺状況にあったフェンスの改修 先導 ①②

放置自転車対策
・放置自転車対策事業
（宿河原駅周辺放置自転車対策）

継続 ①②

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業
・河川維持工事

継続 ①②

・緑の活動団体助成制度
・河川区域内の自主的管理に関する協定書

継続 ①②

・川崎市河川愛護ボランティア 継続 ①②

・公共花壇花植え事業 継続 ④

・樹木の更新 先導 ①②

桃畑の復活
・行政・市民連携による桃畑復活
　(渋川との分岐点周辺など）

新規 ②

豊かな川へ
（水量）

取水量の確保 ・水量確保に向けた取組 継続 ①②

・浄化対策の推進 継続 ①②

・湧水地の保全、地下水の涵養、雨水流出抑制 継続 ④

・新たな浄化対策の推進 先導 ②

・生活排水対策に関する指針に基づく指導、助言
・水質汚濁防止法及び市条例に基づく届出審査、立入
　調査等による事業者指導
・工場、事業場の監視、指導の強化
・合併処理浄化槽の設置及び維持管理に関する指導
・公共下水道接続に向けた指導の推進
・水洗化工事費の助成、融資制度や啓発
・下水道への理解と関心を高めるための啓発活動

継続 ①②

・下水道接続率の向上
・生活排水対策の推進、湧水地の保全、地下水の
　涵養、雨水流出抑制

継続 ④

施策内容 事業区分基本方針 施策の方向性 推進施策 重点地域

川崎の
宝とし
て二ヶ
領用水
を守る

二ヶ領用水
とその景観
の保全

用水保全
に向けた
取組
の推進

維持管理の充実

後世へつなぐために

誇れる
景色に

景観の継承

まちなかの
貴重な自然
環境の保全

樹木の保全
・管理

適正な植生の管理

きれいな川
へ

（水質）

浄化対策の推進

流入水の対策
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(1) 維持管理の充実 

・二ヶ領用水では自然環境や景観に配慮して、石材を使用した親水護岸や木製デッキ等の整備

により、風情ある環境を創出しています。この環境をより適切に維持管理し計画的に補修して

いくことを目指します。 

  ・二ヶ領用水には多くの人々が訪れていますが、たばこの吸い殻やごみの投棄などマナーの悪い

利用も見られます。現在、多くの市民が河川愛護ボランティアや水辺の愛護活動などに参加し、

河川の清掃等に取り組んでいます。より快適な二ヶ領用水にふれあい親しむことができるよう

に、市民との連携や情報共有等を図り、河川環境の向上に努めます。 

 

表 7 計画実現のための施策（維持管理の充実） 

施策内容 事業区分 

・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組 継続事業 

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業 

・河川維持工事 
継続事業 

・水辺の愛護活動 

・川崎市河川愛護ボランティア 
継続事業 

 

  

  図 12 鹿島田駅周辺総合的    図 13 川崎市河川愛護ボランティア制度 
     環境整備協議会のイベント 
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(2) 後世へつなぐために 

・二ヶ領用水は、慶長 16（1611）年に開削されてから今日に至るまで農業用水や飲料水などの

生活用水、そして工業用水として川崎市の発展に貢献してきたもので、その功績や歴史的価値

は大きなものがありました。現在は時代の変化とともにその流路や風景が変わり、当初の面影

がなくなってきていますが、その功績や歴史的価値は変わるものではありません。 

・二ヶ領用水は、日々生活に根ざした身近な景観であるため、日頃その価値にはなかなか気づ

きにくいものです。その文化的な価値を正しく評価し、地域で守り、次世代へと継承して行く

ことが求められています。その為、条例の制定に向けた検討及び文化財保護法等に基づく、文

化財の指定・登録による、保護制度の活用を図っていく必要があります。 

  

表 8 計画実現のための施策（後世へつなぐために） 

施策内容 事業区分 

・条例の制定に向けた検討 新規事業 

・選奨土木遺産の認定を受けた活用 継続事業 

・文化財の指定・登録 新規事業 

 

 

(3) 景観の継承 

・二ヶ領用水の周辺にある歴史を感じさせる建物や施設、またそれに調和した洗練された都市

的な街並みは、もっとも「川崎らしさ」を形づくるものの一つです。二ヶ領用水は、４００年

の時をつなぐ水と緑の潤いと憩いの空間であり、その景観を将来に継承していくことが大切で

す。 

・宿河原堀では、「二ヶ領用水宿河原堀まちづくり協議会」が設立され、地域住民同士がお互い 

にルール等を遵守することで、宿河原堀の景観を守っていくことを目指し、景観まちづくりプ

ランを策定しています。 

・二ヶ領用水は、細長い川崎を縦断し、地域によってその趣を変えています。その沿川の特徴 

 に合わせ、景観を守るための街並みルール等を作成し、景観を守っていくことを目指します。 

・二ヶ領用水の中には、その時代背景にあった整備が実施されていることから、一部に転落防

止のみを目的としたフェンスがあります。すぐれた水辺の景観の継承に留意したフェンスの設

置が求められています。 

・高度経済成長期から始まった急激な宅地化の進展により、多くの緑地と農耕地、水路が失わ

れてきました。（Ｐ10の二ヶ領用水の変遷参照）現在の二ヶ領用水の水と緑の空間を守り育ん

でいくことが大切です。 
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表 9 計画実現のための施策（景観の継承） 

施策内容 事業区分 

・溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画 

・小杉地区緑化推進重点地区計画 

・登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区緑化推進重点地区計画 

継続事業 

・二ヶ領用水宿河原堀まちづくり協議会 

・二ヶ領用水沿川のまちづくり協議会によるまちづくりルール策

定の支援 

継続事業 

・周辺状況にあったフェンスの改修 先導事業 

 

 

  
図 14 溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画  図 15 登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区緑化 

                     推進重点地区計画 
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(4) 放置自転車対策 

・自転車は環境にやさしく身近な交通手段として多くの市民に利用されている一方で、二ヶ領

用水沿川においても、放置自転車は歩行者の安全な通行や街並み景観等を悪化させる要因と

なっています。 

・放置自転車対策の一つとして、駐輪場の新設や増設が必要となります。宿河原駅周辺におい

ても用地確保の取組を進めていますが、まとまりのある用地を確保することは容易ではない

ため、公有地を活用した駐輪場の整備など多様な整備手法に取り組んでいきます。 

 

表 10 計画実現のための施策（放置自転車対策） 

施策内容 事業区分 

・放置自転車対策事業 

（宿河原駅周辺放置自転車対策） 
継続事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 放置自 

 

 

 

 

 

図 16 放置自転車対策の例 
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(5) 適正な植生の管理 

・二ヶ領用水沿川は多くの植栽に彩られており、川崎市内の自然空間として欠かせないもので

す。沿川では桜を始めとした歴史ある樹木が多く存在し、市民の手による維持管理活動が行

われています。 

・宿河原や小杉などの桜は大木となっており、桜まつり等で地域の風物詩になり、多くの市民

に親しまれていますが、近年は樹木の老朽化が進みその対策が求められています。 

  

表 11 計画実現のための施策（適正な植生の管理） 

施策内容 事業区分 

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業 

・河川維持工事 
継続事業 

・緑の活動団体助成制度 

・河川区域内の自主的管理に関する協定書 
継続事業 

・川崎市河川愛護ボランティア 継続事業 

・公共花壇花植え事業 継続事業 

・樹木の更新 先導事業 

 

 

図 17 緑の活動団体助成制度 
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(6) 桃畑の復活 

・二ヶ領用水の中原区域は、大正時代から昭和初期に桃の収穫の最盛期を迎え、「西の岡山」、

「東の神奈川」と称され、全国の二大生産地の一つとして挙げられていましたが、一面に桃畑

が広がる風景は、太平洋戦争当時の果物などの不急作物の作付け統制によって田畑へ転換さ

れてしまいました。 

・当時の風景を懐かしみ、桃源郷の面影や歴史を継承する取組が市民発意で進められています。

今後、市民と行政の協働による桃畑の再現が求められています。 

 

表 12 計画実現のための施策（桃畑の復活） 

施策内容 事業区分 

・行政・市民連携による桃畑復活 

 (渋川との分岐点周辺など） 
新規事業 

 

 

(7) 取水量の確保 

・二ヶ領用水は農業用水として取水され、最盛期には約 2,850 ヘクタールの灌漑面積がありま

したが、高度経済成長期の急速な都市化により水田等が宅地に替わり、昭和 49（1974）年に

は灌漑面積が約 200 ヘクタールに減少し、それに伴い取水量も減少し続け現在に至っていま

す。 

・二ヶ領用水が将来にわたって川崎市のシンボルとして継承されるためにも、水量の確保は重

要な課題であり、様々なアイデアを駆使した取組の推進が必要です。 

 

表 13 計画実現のための施策（取水量の確保） 

施策内容 事業区分 

・水量確保に向けた取組 継続事業 
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(8) 浄化対策の推進 

・二ヶ領用水は、高度経済成長期に生活雑排水などが多量に流入し、ドブ川と呼ばれる水質の

悪い水路となりましたが、現在は下水道整備の進展や市民の清掃活動によって、二ヶ領用水

の水質は環境基準 B類型（3.0mg/L 以下）をほぼ達成しています。 

・川崎市環境審議会では、平成 24(2012)年 3 月に「今後の水環境保全のあり方」に関する答申

を示し、その中で、雨水浸透対策の推進についてふれております。今後、雨水浸透対策が推

進されることで、地下水から二ヶ領用水への涵養が促進されることで、希釈効果による水質

の改善も期待されています。 

・一部支川では水質の悪い区間もあることから、今後も水質改善に向けて、研究・開発を進め

ていく必要があります。 

・治水機能に影響を及ぼさない範囲で、河床コンクリートを剥がすなどして、自然の浄化作用

を促す新たな取組を進めます。 

 

※環境基準 B 類型とは、環境基本法により生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準として

定められているもので、その中に河川の状態を表す基準（ＢＯＤ）が示されております。基準について

は、ＡＡ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅと６段階に評価され、今回、示したとおり、二ヶ領用水については環境

基準 B類型となっています。 

 

表 14 計画実現のための施策（浄化対策の推進） 

施策内容 事業区分 

・浄化対策の推進 継続事業 

・湧水地の保全、地下水の涵養、雨水流出抑制 継続事業 

・新たな浄化対策の推進 先導事業 

 

 

図 18 川崎市水環境保全計画 
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(9) 流入水の対策 

・川崎市の下水道整備率は、ほぼ 100％に達しており高度経済成長期の水質と比べて、河川の水

質は大幅に改善されていますが、現状では下水道の未整備地区などの問題があり、生活排水

が河川の水質に影響を与えている区間もあります。 

・今後も市民と行政が連携し、流入負荷の削減に向けた対策を推進する必要があります。 

（＊流入負荷：河川に流入する物質の中で、河川水を汚濁する物質を指します） 

 

表 15 計画実現のための施策（流入水の対策） 

施策内容 事業区分 

・生活排水対策に関する指針に基づく指導、助言 

・水質汚濁防止法及び市条例に基づく届出審査、立入調査等による事業

者指導 

・工場、事業場の監視、指導の強化 

・合併処理浄化槽の設置及び維持管理に関する指導 

・公共下水道接続に向けた指導の推進 

・水洗化工事費の助成、融資制度や啓発 

・下水道への理解と関心を高めるための啓発活動 

継続事業 

・下水道接続率の向上 

・生活排水対策の推進、湧水地の保全、地下水の涵養、雨水流出抑制 
継続事業 

 

 

 

図 19 河川水質と下水道普及率の変遷（今後の水環境保全のあり方について 答申より） 



 

 48

 

 

 

図 20 工場・事業場の排水対策の取組（今後の水環境保全のあり方について 答申より） 
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4.3. 基本方針②：地域の魅力づくり・活性化に二ヶ領用水を活かす 

基本方針②「地域の魅力づくり・活性化に二ヶ領用水を活かす」については、以下の施策を推進

します。 

 

表 16 基本方針②「地域の魅力づくり・活性化に二ヶ領用水を活かす」推進施策一覧 

・水路や旧水路跡を歩くイベントの開催 先導 ④

・二ヶ領用水「知絵図」の配布
・現行計画における「用水路網図」のとりまとめ

継続 ④

歴史・文化研究
の推進

・二ヶ領用水に関する歴史研究の推進 継続 ④

・ボランティアガイドの育成 継続 ④

・多摩川エコミュージアム
（「二ヶ領用水散策こみち」）
・なかはら散策ガイドの会

継続 ④

総合学習や学校教育
・生涯学習の促進

・映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作推進事業
（かわさきの宝～二ヶ領用水～DVD）
・小学校社会科教育推進事業
・河川水生生物調査・希少生物調査
・歴史散策の実施

継続 ④

・二ヶ領用水に関するHPの創設 先導 ④

・映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作推進事業
（かわさきの宝～二ヶ領用水～DVD）
・小学校社会科教育推進事業
・河川水生生物調査・希少生物調査
・二ヶ領用水竣工400年記念事業ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ
　作成事業
・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行
・二ヶ領用水みどころスポットの刊行
・二ヶ領用水「知絵図」の配布

継続 ④

・勉強会・講座等の開催 先導 ④

・多摩川エコミュージアム、市民ミュージアム
　による勉強会の開催

継続 ④

・二ヶ領用水散策マップ 継続 ①②

・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行 継続 ①②

・二ヶ領用水散策こみちの刊行 継続 ④

・歴史ガイドパネル 継続 ①②

・二ヶ領用水を含めた歴史パネル設置 継続 ④

・モニュメントの設置 継続 ④

・二ヶ領用水の地域美化活動の推進 継続 ①②

・二ヶ領用水一斉清掃の実施 先導 ①②

・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組
・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業
・水辺の愛護活動
・川崎市河川愛護ボランティア

継続 ①②

・二ヶ領用水総合基本計画推進会議の設置 先導 -

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業 継続 ②

・蛍を題材にしたイベント等の開催 新規 ①②

・円筒分水スプリングフェスタ
・写真展等の開催
・桜まつり、桃まつり、七夕まつり、灯篭流し

継続 ④

重点地域

地域の
魅力づ
くり・活
性化に
二ヶ領
用水を
活かす

歴史・文化
をつなぐ

歴史・文化
に学ぶ

水路網図の精査

基本方針
施策の方向

性
推進施策

勉強会・歴史文化講座
の開催

施策内容
事業
区分

広報活動の充実

歴史・文化
を巡る

散策ルートの設定
ガイドマップの制作

・各区でのルートマップ作成 継続

歴史説明板の設置

歴史・文化
を伝える

ボランティアガイド
の育成

④

市民連携・
交流の場と
しての活用

市民協働
による美化
活動

美化活動の促進

市民ネット
ワークの構

築

連携による
二ヶ領用水の創造

二ヶ領用水
で集う

イベントの開催
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(1) 水路網図の精査 

・二ヶ領用水の水路は、過去には上河原から多摩川河口まで水路網が張り巡らされていました

が、現状では、消失した区間や蓋架けされている区間など、見た目ではわからなくなってし

まっている区間も存在します。 

・これまでにも水路網図の作成作業は実施されてきましたが、地域と二ヶ領用水の関わりを知

る貴重な情報であることから、地域の方々の協力を得ながら、様々な方策によって二ヶ領用

水水路網の検証を進めていきます。 

 

表 17 計画実現のための施策（水路網図の精査） 

施策内容 事業区分 

・水路や旧水路跡を歩くイベントの開催 先導事業 

・二ヶ領用水「知絵図」の配布 

・現行計画における「用水路網図」のとりまとめ 
継続事業 

 

 

 

図 21 二ヶ領用水「知絵図」 
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(2) 歴史・文化研究の推進 

・二ヶ領用水は、川崎の歴史と密接な関係があり、また各区間でそれぞれの地域の歴史・文化

とのかかわりを持っています。 

・二ヶ領用水に関する研究は、行政・市民共にこれまでも推進されてきており、各種論文等で

公表されていますが、近年これまでの定説が見直されるなど不明な点もあり、体系的に整理

されているとは言い切れません。 

・二ヶ領用水を川崎の宝として後世に伝えるため、今後も二ヶ領用水が持つ歴史・文化につい

て調査・研究していくことが重要です。 

 

表 18 計画実現のための施策（歴史・文化研究の推進） 

施策内容 事業区分 

・二ヶ領用水に関する歴史研究の推進 継続事業 

 

 

 

図 22 二ヶ領用水川崎堀七堰 調査報告書（二ヶ領用水竣工 400 年プロジェクト HP より） 
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(3) ボランティアガイドの育成 

・二ヶ領用水沿川には、多くの市民団体が活動しており、広く二ヶ領用水を研究する多数の郷

土史・地域史研究家がいます。 

・二ヶ領用水に関する様々な情報を子ども達をはじめ広く市民に普及・啓発するためには、ボ

ランティアガイドによる説明が実施できる体制をつくることが、「歴史・文化をつなぐ」ため

の重要な施策となります。 

 

表 19 計画実現のための施策（ボランティアガイドの育成） 

施策内容 事業区分 

・ボランティアガイドの育成 継続事業 

・多摩川エコミュージアム 

（「二ヶ領用水散策こみち」） 

・なかはら散策ガイドの会 

継続事業 

 

 

 

 

図 23 二ヶ領用水竣工 400 年プロジェクトでの散策イベントの様子 
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(4) 総合学習や学校教育・生涯学習の促進 

・川崎市に住む子ども達にとって、二ヶ領用水と川崎市との関わりについて学ぶことは、郷土

川崎を良く理解し、川崎市民としての誇りを育むために大事なことです。 

・久地円筒分水は、小学校の算数の教科書に取り上げられるなど、子ども達の身近な存在です。 

・これまでも、学校教育での総合学習や各種イベントで二ヶ領用水を取り上げており、そのた

めの資料として、「川崎の宝～二ヶ領用水～」（ＤＶＤ）や、二ヶ領用水の歴史を紹介する「二

ヶ領用水知絵図」などが作成され、活用されています。 

・今後も様々な取組を通して、必要な情報提供を継続的に進め、学校教育等へ活かし、子ども

達に伝えていくことが望まれます。 

 

表 20 計画実現のための施策（総合学習や学校教育・生涯学習の促進） 

施策内容 事業区分 

・映像コンテンツ制作推進事業 

（かわさきの宝～二ヶ領用水～DVD） 

・小学校社会科教育推進事業 

・河川水生生物調査・希少生物調査 

・歴史散策の実施 

継続事業 

 

  

 

  

図 24 （左）：学習教材（川の生きもの）、（右）：かわさきの宝～二ヶ領用水～DVD 
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(5) 広報活動の充実 

・これまでも、二ヶ領用水に係る広報案内は、様々な媒体を活用して実施されてきました。「二

ヶ領用水竣工 400 年記念事業」などもその１つであり、川崎市民にとって、二ヶ領用水につ

いて知る貴重な機会となりました。 

・今後も、多数の市民からのアイデアなどを得て、様々な機会を活用し広報活動を展開してい

きます。 

 

表 21 計画実現のための施策（広報活動の充実） 

施策内容 事業区分 

・二ヶ領用水に関するHPの創設 先導事業 

・映像コンテンツ制作推進事業 

（かわさきの宝～二ヶ領用水～DVD） 

・小学校社会科教育推進事業 

・河川水生生物調査・希少生物調査 

・二ヶ領用水竣工400年記念事業ガイドブック作成事業 

・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行 

・二ヶ領用水みどころスポットの刊行 

・二ヶ領用水「知絵図」の配布 

継続事業 

 

 

 

図 25 二ヶ領用水みどころスポット～DVD 
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(6) 勉強会・歴史文化講座の開催 

・現在、各区の郷土史研究会などの団体が様々なテーマで二ヶ領用水の研究を行っており、個

々に有用な情報を保有しています。その情報をより広く公表・共有し、団体間の連携を図る

ことが二ヶ領用水をより深く、かつ総合的に知り、整理するために必要です。 

・二ヶ領用水に関する勉強会・講座・歴史文化研究に関する発表会などを開催し、二ヶ領用水

に関する普及・啓発に努めます。 

 

表 22 計画実現のための施策（勉強会・歴史文化講座の開催） 

施策内容 事業区分 

・勉強会・講座等の開催 先導事業 

・多摩川エコミュージアム、市民ミュージアム 

による勉強会の開催 
継続事業 
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(7) 散策ルートの設定・ガイドマップの制作 

・二ヶ領用水は、歴史や自然にふれあうための、散策路として市民に利用されており、各区役

所等でも散策ルートマップ等を作成しています。今後も、市民の意見やアイデアなどの協力

を得て、散策ルートマップの更新を図っていきます。 

 

表 23 計画実現のための施策（散策ルートの設定・ガイドマップの制作） 

施策内容 事業区分 

・各区でのルートマップ作成 継続事業 

・二ヶ領用水散策マップ 継続事業 

・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行 継続事業 

・二ヶ領用水散策こみちの刊行 継続事業 

 

  

 

図 26 二ヶ領用水散策マップ 
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図 27 川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」 
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(8) 歴史説明板の設置 

・川崎市には、文化財団などにより多くの歴史ガイドパネル（説明板）が設置されて、その内 

二ヶ領用水では約 20 の歴史ガイドパネルがあります。その一方で、二ヶ領用水にはまだ知ら

れていない歴史が数多くあります。 

・二ヶ領用水にかかる歴史をより広く、正確に継承するためにも、更なる説明板の設置を進め

るとともに、より分かり易くなるよう、写真等の活用も検討していきます。 

・二ヶ領用水の下流域では、水路が消失し、現状では二ヶ領用水の面影が残っていない区間が

あります。これらの区間では、過去に水路が存在し、市民の生活の重要な役割を担っていた

ことを後世に伝えるために、案内やモニュメントの設置が求められています。 

 

表 24 計画実現のための施策（歴史説明板の設置） 

施策内容 事業区分 

・歴史ガイドパネル 継続事業 

・二ヶ領用水を含めた歴史パネル設置 継続事業 

・モニュメントの設置 継続事業 

 

 

  

図 28 二ヶ領用水に設置されている歴史ガイドパネル及び 

モニュメントのイメージ（宿河原線仲乃橋付近の手づくり郷土大賞） 



 

 59

(9) 美化活動の促進 

・現在二ヶ領用水では、多摩川エコミュージアムや二ヶ領用水宿河原堀を愛する会、円筒分水

サポートクラブ、二ヶ領用水ウォッチングフォーラム、二ヶ領用水中原桃の会などの市民団

体や近隣の町会や自治会、子ども会、青少年指導員、スポーツ推進委員、駅前商店会や JR、

地元の小学校や中学校、PTA など、数多くの関係者・近隣住民が清掃活動に取り組んでいます。 

・二ヶ領用水竣工４００年記念事業の中で、試行的に実施した一斉清掃では、市民団体の他、

近隣の町会や自治会、企業、そして離れた地域の市民など多くの参加者が集まりました。 

・今後も市民や企業に働きかけ、協働して美化活動を推進するとともに、市民の美化意識向上

に向けた取組を推進していきます。 

 

表 25 計画実現のための施策（美化活動の促進） 

施策内容 事業区分 

・二ヶ領用水の地域美化活動の推進 継続事業 

・二ヶ領用水一斉清掃の実施 先導事業 

・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組 

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業 

・水辺の愛護活動 

・川崎市河川愛護ボランティア 

継続事業 

 

(10) 連携による二ヶ領用水の創造 

・二ヶ領用水では、多様な市民活動が展開されており、計画を推進していくためには、市民の

協力が不可欠となります。 

・本計画を推進するにあたっては、市民との情報の共有が前提となります。二ヶ領用水に関す

るあらゆる情報が共有できる仕組みづくりを進め、着実な計画の推進・市民ネットワークづ

くりを図っていきます。 

・推進会議では、各施策内容の進捗状況や課題等について報告するとともに、課題が生じてい

る場合は改善策を検討していきます。 

表 26 計画実現のための施策（連携による二ヶ領用水の創造） 

施策内容 事業区分 

・二ヶ領用水総合基本計画推進会議の設置 先導事業 

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業 継続事業 
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(11) イベントの開催 

・二ヶ領用水竣工４００年記念事業では、市民団体と行政との協働で、あわせて 120 以上のイ

ベント等を実施し、広く市民に二ヶ領用水の存在をＰＲすることができました。 

・二ヶ領用水を舞台にしたイベントは、行政と市民がそれぞれが主体となって様々な形で実施

されました。今後もその取組を継続的に実施・発展させ、二ヶ領用水をＰＲするとともに、

二ヶ領用水が市民の交流の場となるよう努めていきます。 

 

表 27 計画実現のための施策（イベントの開催） 

施策内容 事業区分 

・蛍を題材にしたイベント等の開催 新規事業 

・円筒分水スプリングフェスタ 

・写真展等の開催 

・桜まつり、桃まつり、七夕まつり、灯篭流し 

継続事業 

 

 

図 29 円筒分水スプリングフェスタの案内（二ヶ領用水ウォッチングフォーラム HP より） 
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4.4. 基本方針③：市民に身近な二ヶ領用水を整える 

基本方針③「市民に身近な二ヶ領用水を整える」については、以下の施策を推進します。 

 

 

表 28 基本方針③「市民に身近な二ヶ領用水を整える」推進施策一覧 

古い石材等
の利用による整備

・小泉橋周辺での歴史素材
　を活用した整備

新規 ①②

・二ヶ領用水の多自然整備 継続 ②

・多自然を考慮した整備
（渋川との分岐点周辺）

先導 ②

・平間配水所周辺整備 先導 ②

・渋川との分岐点周辺整備 新規 ②

水路の復活 ・スポット整備を含めた水路の復元 新規 ④

散策路の延伸・整備 ・道路整備と連携した散策路の整備 継続 ①②

親水整備の促進 ・多自然を考慮した親水整備 継続 ①②

利便性
の向上

トイレの設置 ・トイレや水道の設置 新規 ①②

治水安全度
の向上

治水整備の推進
・河道整備
・雨水貯留浸透対策の推進
・五反田川放水路事業

継続 ④

防災への
活用

災害・火災時用水
への活用

・消火用水としての活用
・取水ピットの整備

新規 ①②

・水量確保に向けた取組 継続 ①②

・温暖化緩和策
・緑の活動団体助成制度
・多自然整備

継続 ①②

地球に
やさしい

温暖化対応策

水文化を
まちづくり

に

憩いの場
としての整備

①②

自然を活か
す整備

多自然整備

・周辺開発に合わせた歴史を活かした整備 新規

施策内容 事業区分 重点地域

市民に
身近な
二ヶ領
用水を
整える

記憶をつな
ぐ整備

歴史を活か
す整備

農業用水を考慮した整備

利用環境向
上に向けた
整備

水との
ふれあいの
場づくり

安全・安心
に向けた整
備

基本方針
施策の方向

性
推進施策
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(1) 農業用水を考慮した整備 

・二ヶ領用水は、かつて稲毛領・川崎領の隅々まで行き渡り、約 2,850 ヘクタールにおよぶ水

田を潤していました。現在の二ヶ領用水は農業用水としての利用が減少し、その主軸は工業

用水や環境用水に変わっていますが、かつての二ヶ領用水を中心とする田園風景は、「水文化

都市川崎」の象徴であります。 

・二ヶ領用水が流れる稲毛領・川崎領には、六十ヶ村の村々があり、用水堀には堰や圦樋、橋、

分水路、悪水路などがあり、人々の生活を支えてきました。上河原線には草堰の設置など昔

の歴史素材を活かした整備が行われています。 

・今後も、川崎を支えてきた二ヶ領用水のかつての農業用水の歴史を活かし、市民の記憶をつ

なぐ整備を進めていきます。 

 

表 29 計画実現のための施策（農業用水を考慮した整備） 

施策内容 事業区分 

・周辺開発に合わせた歴史を活かした整備 新規事業 

 

 

 

 
 

図 30 農業用水を考慮した整備（草堰の様子） 
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(2) 古い石材等の利用による整備 

・二ヶ領用水が流れる稲毛領・川崎領には、六十ヶ村の村々があり、人々の生活のために多く

の石橋が架けられ、現在もその石材が市内各地で残されています。 

・江戸時代中期には、商人であった野村文左衛門が、橋が無く、冬でも農民が川や水路を歩き

渡るのをかなしみ、近隣の用水堀に次々と石橋を架けたという史実があります。（八百八橋と

して伝承され、中原区の神明神社や日枝神社などにはその遺構も残されています） 

・多摩区の小泉橋など、歴史のある石橋が存在していることから、地域の歴史を継承するため

にも、その歴史的素材を活用した整備を目指します。 

 

表 30 計画実現のための施策（古い石材等の利用による整備） 

施策内容 事業区分 

・小泉橋周辺での歴史素材を活用した整備 新規事業 

 

(3) 多自然整備 

・かつての二ヶ領用水は、人々の支えによって、自然の営みに基づいた自然環境豊かな川でし

た。それが、急激な都市化で水路の直線化が進み、高度経済成長期には生活排水の受け皿と

なりました。その後の下水道整備等により水質改善が進み、部分的には「ふるさとモデル事

業」など多自然川づくりも行われてきました。 

・二ヶ領用水は、人間の手によりつくられ、管理されてきた人工の川です。したがって、人が

関わって維持管理していかなければ成り立たない川です。 

・渋川との分岐点周辺における親水整備の未改修部分については、市民がより水辺に親しめる

よう多自然川づくりを考慮した整備の検討を行っていきます。 

・今後とも機会あるごとに、市民との協働により多自然川づくりの整備を進め、河川環境の改

善に取り組みます。 

 

表 31 計画実現のための施策（多自然整備） 

施策内容 事業区分 

・二ヶ領用水の多自然整備 継続事業 

・多自然を考慮した整備 

 （渋川との分岐点周辺） 
先導事業 
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◆多自然川づくり 

河川は生物の多様性を保つ上で、重要な役割を果たしています。 

人間の生存の基盤となっている生態系を長期的に安定させ、生物資源を持続的に利用

するために、河川において地域固有の生物の多様な生息・生育環境を確保することは、河

川をはじめ、河川のもたらすさまざまな恵みをいかすことにあります。 

このため、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和

にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保

全・創出するための河道の形成を図ります。 

 

 

図 31 多自然川づくりの様子 
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(4) 憩いの場としての整備 

・二ヶ領用水では、久地円筒分水や宿河原線などの区間が、自然・歴史が見えるシンボル的な

箇所となっていますが、久地円筒分水から下流の区間にも同じことが求められています。 

・平間配水所の周辺や、渋川との分岐点周辺などに市民が集い二ヶ領用水の歴史が見えるよう

な整備を推進します。 

表 32 計画実現のための施策（憩いの場としての整備） 

施策内容 事業区分 

・平間配水所周辺整備 先導事業 

・渋川との分岐点周辺整備 新規事業 

 

(5) 水路の復活 

・一旦開発されたエリアに水路を復元するには、都市計画などの関連事業との十分な調整が必

要であり、達成に向けての長期的な視点が必要です。一方で、昔の二ヶ領用水の面影を偲ぶ

声も多く上がっています。 

・「川崎の宝」として二ヶ領用水の旧流路の復活に向けて、今後も関係機関が連携した様々な街

づくりを図っていくことが必要です。民間の周辺開発に合わせて、事業者の協力を得ながら、

現在消失した二ヶ領用水の再現を目指します。 

・二ヶ領用水には、数々の歴史遺産が存在します。その遺産を将来のまちづくりに活かしてい

くことが求められています。 

表 33 計画実現のための施策（水路の復活） 

施策内容 事業区分 

・スポット整備を含めた水路の復元 新規事業 

 

 

図 32 久地大杁樋竣成記念撮影の様子（明治 43(1910)年 4 月） 
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(6) 散策路の延伸・整備 

・二ヶ領用水は、多くの人々によって散策されているとともに、地域のコミュニティの場として

活用されています。そのために、散策路の延伸や整備が求められています。 

・出来る限り道路や鉄道等による分断がなく、連続性を確保した散策路整備が必要ですので、道

路等の周辺の整備計画と連携し、散策路の整備を進めていきます。 

 

表 34 計画実現のための施策（散策路の延伸・整備） 

施策内容 事業区分 

・道路整備と連携した散策路の整備 継続事業 

 

 
 

 

図 33 遊歩道の整備 
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(7) 親水整備の促進 

・これまで親水整備については可能な限り全川にわたって取り組んできており、特に上河原線

及び新川橋上流の二ヶ領本川、そして宿河原線では歴史や自然を考慮した親水整備が行われ

てきました。 

・今後も引続き必要な箇所については、市民がより水辺に親しめるよう多自然整備を考慮した

親水整備を進めます。 

 

表 35 計画実現のための施策（親水整備の促進） 

施策内容 事業区分 

・多自然を考慮した親水整備 継続事業 

 

(8) トイレの設置 

・沿川におけるトイレについては、散策やボランティアをされる方々の利便性向上から、整備

が求められています。 

・トイレを設置するスペースの確保や設置後の維持管理体制の問題、さらに防犯面等の課題も

あり、近隣住民や町会等を含めた場での議論が必要です。 

 

表 36 計画実現のための施策（トイレの設置） 

施策内容 事業区分 

・トイレや水道の設置 新規事業 
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(9) 治水整備の推進 

・二ヶ領用水は、川崎市内における他の河川と同様に、市民やその資産を洪水被害から守るた

めに、治水整備を進めてきており、河道や五反田川放水路の整備などにより、治水安全度の

向上が図られています。 

・現在、更なる治水安全度の向上を目指して、流域の雨水貯留浸透対策を含めた検討が行われ

ています。 

・また、浸水被害の軽減を図るために、雨水流出抑制施設の設置に関する指導を行い、雨水貯

留浸透対策を推進しています。 

・昨今の全国的にみられる大規模洪水や局所的集中豪雨の状況などから、多くの資産や人口が

集中している川崎市では、今後もさらなる治水整備の推進が重要です。 

  

 

表 37 計画実現のための施策（治水整備の推進） 

施策内容 事業区分 

・河道整備 

・雨水貯留浸透対策の推進 

・五反田川放水路事業 

継続事業 

 

 

図 34 五反田川放水路事業 
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(10) 災害・火災時用水への活用 

・阪神淡路大震災や東日本大震災などの震災時の教訓を踏まえ、生活用水や災害時用水確保の

ために河川や用水路の流水の活用が注目されています。 

・川崎市地域防災計画でも、河川水の利用の重要性が位置付けられており、二ヶ領用水の流水

も災害・火災時には様々な用途として利用されることが期待されています。 

・一方で、河川や用水路の流水は、水量や水深の不安定性から現状のままでは活用が困難な場

合があり、災害時に備えた取水ピットの整備が重要です。 

 

 

表 38 計画実現のための施策（災害・火災時用水への活用） 

施策内容 事業区分 

・消火用水としての活用 

・取水ピットの整備 
新規事業 

 

 

図 35 防災用河川施設の整備（川崎市 HP より） 
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(11) 温暖化対応策 

・水辺や樹木等は、地球温暖化に対して効果があると言われており、二ヶ領用水総合基本計画

検討委員会の中でも市民・大学・企業・行政の協働により実施した高津区ヒートアイランド

調査の結果として「水辺や緑地の気温は駅周辺や幹線道路沿い等の気温と比べて低かった」

との報告がありました。 

・川崎市では、「川崎市地球温暖化対策推進基本計画」が平成 22(2010)年に策定され、「ヒート

アイランド対策の推進」の中で、「水と緑の確保」が重要な施策として位置付けらています。 

・本計画に位置付けられる「樹木の保全・管理」や「豊かな川へ（水量）」などの方向性を踏ま

えた施策を行政・市民で継続して推進していくことは、地球温暖化危機の時代に対応した、

都市づくりに貢献することにつながります。 
 

表 39 計画実現のための施策（温暖化対応策） 

施策内容 事業区分 

・水量確保に向けた取組 継続事業 

・温暖化緩和策 

・緑の活動団体助成制度 

・多自然整備 

継続事業 

 

 

図 36 川崎市地球環境保全の取組パンフレット       
 



 

 71

 

図 37 エコシティたかつ 

 

 

 

図 38 ヒートアイランドプロジェクト（高津区役所 HP より） 
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山下川

五反田川

平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区 高津区

中原区

幸区

川崎区

【水文化都市川崎の創造】二ヶ領用水総合基本計画実現のための施策 概要マップ

：基本方針１

：基本方針２

：基本方針３

＜①②の区間で実施する施策＞

＜②の区間で実施する施策＞

＜④ 全川対象で実施する施策＞

④全川を対象
（歴史継承など）

＜③の区間で実施する施策＞

推進施策 施策内容

多自然整備 ・二ヶ領用水の多自然整備

③鹿島田より
下流の区域推進施策 施策内容

水路の復活 ・スポット整備を含めた水路の復元

二ヶ領用水

二ヶ領用水(元流路）

その他河川

凡　　例
推進施策 施策内容

古い石材等の利用による整備 ・小泉橋周辺での歴史素材を活用した整備

推進施策 施策内容

・登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区緑化推進重点地区計画

・二ヶ領用水宿河原堀まちづくり協議会
適正な植生の管理 ・樹木の更新【先導事業】

景観の継承

推進施策 施策内容

放置自転車対策 ・放置自転車対策事業（宿河原駅周辺放置自転車対策）

推進施策 施策内容

維持管理の充実

適正な植生の管理
美化活動の促進

連携による二ヶ領用水の創造

イベントの開催 ・久地円筒分水スプリングフェスタ

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業

推進施策 施策内容

景観の継承 ・溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画

推進施策 施策内容

美化活動の促進 ・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組
維持管理の充実 ・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組 

推進施策 施策内容

憩いの場
としての整備

・平間配水所周辺整備【先導事業】

推進施策 施策内容

適正な植生の管理 ・樹木の更新【先導事業】

推進施策 施策内容

景観の継承 ・小杉地区緑化推進重点地区計画
桃畑の復活 ・行政・市民連携による桃畑復活（渋川との分岐点周辺など）
多自然整備 ・多自然を考慮した整備（渋川との分岐点周辺）【先導事業】

憩いの場としての整備 ・渋川との分岐点周辺整備

推進施策 施策内容

景観の継承 ・周辺状況にあったフェンスの改修【先導事業】

推進施策 施策内容

治水整備の推進 ・五反田川放水路事業

推進施策 施策内容

浄化対策の推進 ・新たな浄化対策の推進【先導事業】

推進施策 施策内容

景観の継承
・二ヶ領用水沿川のまちづくり協議会による
　まちづくりルール策定の支援

放置自転車対策 ・放置自転車対策事業
・河川維持工事
・緑の活動団体助成制度
・河川区域内の自主的管理に関する協定書
・川崎市河川愛護ボランティア
・公共花壇花植え事業

取水量の確保 ・水量確保に向けた取組
・浄化対策の推進
・湧水地の保全、地下水の涵養、雨水流出抑制
・生活排水対策に関する指針に基づく指導、助言
・水質汚濁防止法及び市条例に基づく届出審査、立入
　調査等による事業者指導
・工場、事業場の監視、指導の強化
・合併処理浄化槽の設置及び維持管理に関する指導
・公共下水道接続に向けた指導の推進
・水洗化工事費の助成、融資制度や啓発
・下水道への理解と関心を高めるための啓発活動
・下水道接続率の向上
・生活排水対策の推進、湧水地の保全、地下水の
　涵養、雨水流出抑制
・二ヶ領用水の地域美化活動の推進
・二ヶ領用水一斉清掃の実施【先導事業】
・水辺の愛護活動
・川崎市河川愛護ボランティア

散策路の延伸・整備 ・道路整備と連携した散策路の整備
親水整備の促進 ・多自然を考慮した親水整備
トイレの設置 ・トイレや水道の設置

治水整備の推進
・河道整備
・雨水貯留浸透対策の推進

災害・火災時用水
への活用

・消火用水としての活用
・取水ピットの整備
・水量確保に向けた取組
・温暖化緩和策
・緑の活動団体助成制度
・多自然整備

浄化対策の推進

温暖化対応策

美化活動の促進

農業用水を
考慮した整備 ・周辺開発に合わせた歴史を活かした整備

流入水の対策

適正な植生の管理

①久地円筒分水
より上流の区域

②久地円筒分水から
鹿島田の区域

推進施策 施策内容

・各区でのルートマップ作成

・二ヶ領用水散策マップ
・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行
・二ヶ領用水散策こみちの刊行
・歴史ガイドパネル
・二ヶ領用水を含めた歴史パネル設置
・モニュメントの設置
・蛍を題材にしたイベント等の開催
・写真展等の開催
・桜まつり、桃まつり、七夕まつり、灯篭流し

歴史説明板の設置

散策ルートの設定
ガイドマップの制作

イベントの開催

推進施策 施策内容

・河川維持工事

・水辺の愛護活動
・川崎市河川愛護ボランティア
・条例の制定に向けた検討
・選奨土木遺産の認定を受けた活用
・文化財の指定・登録

・水路や旧水路跡を歩くイベントの開催【先導事業】

・二ヶ領用水「知絵図」の配布
・現行計画における「用水路網図」のとりまとめ

歴史・文化研究
の推進 ・二ヶ領用水に関する歴史研究の推進

・ボランティアガイドの育成
・多摩川エコミュージアム（二ヶ領用水散策こみち）
・なかはら散策ガイドの会

維持管理の充実

後世へつなぐために

水路網図の精査

ボランティアガイド
の育成

推進施策 施策内容

総合学習や学校教育
・生涯学習の促進

・映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作推進事業（二ヶ領用水DVD）
・小学校社会科教育推進事業
・河川水生生物調査・希少生物調査
・歴史散策の実施

・二ヶ領用水に関するHPの創設【先導事業】
・映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作推進事業（二ヶ領用水DVD）
・小学校社会科教育推進事業
・河川水生生物調査・希少生物調査
・二ヶ領用水竣工400年記念事業ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ作成事業
・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行
・二ヶ領用水みどころスポットの刊行
・二ヶ領用水「知絵図」の配布
・勉強会・講座等の開催【先導事業】
・多摩川エコミュージアム、市民ミュージアム
　による勉強会の開催

広報活動の充実

勉強会・歴史文化
講座の開催

山下川

五反田川

平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区 高津区

中原区

幸区

川崎区

【水文化都市川崎の創造】二ヶ領用水総合基本計画実現のための施策 概要マップ

：基本方針１

：基本方針２

：基本方針３

：基本方針１

：基本方針２

：基本方針３

＜①②の区間で実施する施策＞

＜②の区間で実施する施策＞

＜④ 全川対象で実施する施策＞

④全川を対象
（歴史継承など）

＜③の区間で実施する施策＞

推進施策 施策内容

多自然整備 ・二ヶ領用水の多自然整備

推進施策 施策内容

多自然整備 ・二ヶ領用水の多自然整備

③鹿島田より
下流の区域推進施策 施策内容

水路の復活 ・スポット整備を含めた水路の復元

推進施策 施策内容

水路の復活 ・スポット整備を含めた水路の復元

二ヶ領用水

二ヶ領用水(元流路）

その他河川

凡　　例
推進施策 施策内容

古い石材等の利用による整備 ・小泉橋周辺での歴史素材を活用した整備

推進施策 施策内容

・登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区緑化推進重点地区計画

・二ヶ領用水宿河原堀まちづくり協議会
適正な植生の管理 ・樹木の更新【先導事業】

景観の継承

推進施策 施策内容

放置自転車対策 ・放置自転車対策事業（宿河原駅周辺放置自転車対策）

推進施策 施策内容

維持管理の充実

適正な植生の管理
美化活動の促進

連携による二ヶ領用水の創造

イベントの開催 ・久地円筒分水スプリングフェスタ

・二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業

推進施策 施策内容

景観の継承 ・溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画

推進施策 施策内容

美化活動の促進 ・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組
維持管理の充実 ・鹿島田駅周辺の環境整備に関する取組 

推進施策 施策内容

憩いの場
としての整備

・平間配水所周辺整備【先導事業】

推進施策 施策内容

適正な植生の管理 ・樹木の更新【先導事業】

推進施策 施策内容

景観の継承 ・小杉地区緑化推進重点地区計画
桃畑の復活 ・行政・市民連携による桃畑復活（渋川との分岐点周辺など）
多自然整備 ・多自然を考慮した整備（渋川との分岐点周辺）【先導事業】

憩いの場としての整備 ・渋川との分岐点周辺整備

推進施策 施策内容

景観の継承 ・周辺状況にあったフェンスの改修【先導事業】

推進施策 施策内容

治水整備の推進 ・五反田川放水路事業

推進施策 施策内容

浄化対策の推進 ・新たな浄化対策の推進【先導事業】

推進施策 施策内容

景観の継承
・二ヶ領用水沿川のまちづくり協議会による
　まちづくりルール策定の支援

放置自転車対策 ・放置自転車対策事業
・河川維持工事
・緑の活動団体助成制度
・河川区域内の自主的管理に関する協定書
・川崎市河川愛護ボランティア
・公共花壇花植え事業

取水量の確保 ・水量確保に向けた取組
・浄化対策の推進
・湧水地の保全、地下水の涵養、雨水流出抑制
・生活排水対策に関する指針に基づく指導、助言
・水質汚濁防止法及び市条例に基づく届出審査、立入
　調査等による事業者指導
・工場、事業場の監視、指導の強化
・合併処理浄化槽の設置及び維持管理に関する指導
・公共下水道接続に向けた指導の推進
・水洗化工事費の助成、融資制度や啓発
・下水道への理解と関心を高めるための啓発活動
・下水道接続率の向上
・生活排水対策の推進、湧水地の保全、地下水の
　涵養、雨水流出抑制
・二ヶ領用水の地域美化活動の推進
・二ヶ領用水一斉清掃の実施【先導事業】
・水辺の愛護活動
・川崎市河川愛護ボランティア

散策路の延伸・整備 ・道路整備と連携した散策路の整備
親水整備の促進 ・多自然を考慮した親水整備
トイレの設置 ・トイレや水道の設置

治水整備の推進
・河道整備
・雨水貯留浸透対策の推進

災害・火災時用水
への活用

・消火用水としての活用
・取水ピットの整備
・水量確保に向けた取組
・温暖化緩和策
・緑の活動団体助成制度
・多自然整備

浄化対策の推進

温暖化対応策

美化活動の促進

農業用水を
考慮した整備 ・周辺開発に合わせた歴史を活かした整備

流入水の対策

適正な植生の管理

①久地円筒分水
より上流の区域

②久地円筒分水から
鹿島田の区域

推進施策 施策内容

・各区でのルートマップ作成

・二ヶ領用水散策マップ
・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行
・二ヶ領用水散策こみちの刊行
・歴史ガイドパネル
・二ヶ領用水を含めた歴史パネル設置
・モニュメントの設置
・蛍を題材にしたイベント等の開催
・写真展等の開催
・桜まつり、桃まつり、七夕まつり、灯篭流し

歴史説明板の設置

散策ルートの設定
ガイドマップの制作

イベントの開催

推進施策 施策内容

・河川維持工事

・水辺の愛護活動
・川崎市河川愛護ボランティア
・条例の制定に向けた検討
・選奨土木遺産の認定を受けた活用
・文化財の指定・登録

・水路や旧水路跡を歩くイベントの開催【先導事業】

・二ヶ領用水「知絵図」の配布
・現行計画における「用水路網図」のとりまとめ

歴史・文化研究
の推進 ・二ヶ領用水に関する歴史研究の推進

・ボランティアガイドの育成
・多摩川エコミュージアム（二ヶ領用水散策こみち）
・なかはら散策ガイドの会

維持管理の充実

後世へつなぐために

水路網図の精査

ボランティアガイド
の育成

推進施策 施策内容

総合学習や学校教育
・生涯学習の促進

・映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作推進事業（二ヶ領用水DVD）
・小学校社会科教育推進事業
・河川水生生物調査・希少生物調査
・歴史散策の実施

・二ヶ領用水に関するHPの創設【先導事業】
・映像ｺﾝﾃﾝﾂ制作推進事業（二ヶ領用水DVD）
・小学校社会科教育推進事業
・河川水生生物調査・希少生物調査
・二ヶ領用水竣工400年記念事業ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ作成事業
・川崎歴史ガイド「二ヶ領用水」の刊行
・二ヶ領用水みどころスポットの刊行
・二ヶ領用水「知絵図」の配布
・勉強会・講座等の開催【先導事業】
・多摩川エコミュージアム、市民ミュージアム
　による勉強会の開催

広報活動の充実

勉強会・歴史文化
講座の開催
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4.5. 主な施策内容 
 基本理念、基本方針を基に、下記に主な施策内容について示しました。 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策内容

　

水
文
化
都
市
川
崎
の
創
造

　
二

ヶ

領
用
水
を
活
か
す

地
域
の
魅
力
づ
く
り
・
活
性
化
に

歴史・文化をつなぐ

　
　
二

ヶ

領
用
水
を
整
え
る

　
市
民
に
身
近
な

記憶をつなぐ整備

利用環境向上に
向けた整備

安全・安心に
向けた整備

基本理念

二ヶ領用水と
その景観の保全

　
二

ヶ

領
用
水
を
守
る

川
崎
の
宝
と
し
て

まちなかの貴重な
自然環境の保全

市民連携・交流の場
としての活用

基本方針 施策の方向性（分類）

歴史・文化に学ぶ

歴史・文化を伝える

歴史・文化を巡る

歴史を活かす整備

自然を活かす整備

水文化をまちづくりに

利便性の向上

防災への活用

地球にやさしい

誇れる景色に

用水保全に向けた
取組の推進

樹木の保全・管理

豊かな川へ（水量）

きれいな川へ（水質）

治水安全度の向上

市民協働による美化活動

市民ネットワークの構築

二ヶ領用水で集う

・選奨土木遺産の認定を受けた活用（継続）
・文化財の指定・登録（新規）

・周辺状況にあったフェンスの改修（先導）
・放置自転車対策事業（継続）

・樹木の更新（先導）

・新たな浄化対策の推進（先導）

・水路や旧水路跡を歩くイベントの開催（先導）
・二ヶ領用水に関する歴史研究の推進（継続）

・二ヶ領用水に関するＨＰの創設（先導）
・勉強会・講座等の開催（先導）

・各区でのルートマップ作成（継続）

・二ヶ領用水一斉清掃の実施（先導）

・二ヶ領用水総合基本計画推進会議の設置（先導）

・円筒分水スプリングフェスタ（継続）

・小泉橋周辺での歴史的素材を活用した整備（新規）

・多自然を考慮した整備（先導）

・平間配水所周辺整備（先導）

・五反田川放水路事業（継続）

・取水ピットの整備（新規）

・水量確保に向けた取組（継続）

・道路整備と連携した散策路の整備（継続）

・トイレや水道の設置（新規）

・緑の活動団体助成制度（継続）

計
画
策
定
に
お
け
る
地
域
ご
と
の
視
点

水とのふれあいの場づくり

　守る

活かす

整える
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二ヶ領用水

二ヶ領用水(元流路）

その他河川

市民に身近な
二ヶ領用水を整える

凡　　例

川崎の宝として
二ヶ領用水を守る

地域の魅力づくり・活性化に
二ヶ領用水を活かす

山下川

五反田川
平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区

高津区

中原区

幸区

川崎区

主な施策位置図

水路や旧水路等を歩くｲﾍﾞﾝﾄの開催【先導】
各区でのﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ作成（継続）
二ヶ領用水に関する歴史研究の推進（継続）

二ヶ領用水一斉清掃の実施【先導】

取水ピットの整備(新規）

平間配水所周辺整備【先導】

周辺状況にあったフェンスの改修【先導】

多自然を考慮した整備【先導】

樹木の更新【先導】

新たな浄化対策
の推進【先導】

　放置自転車対策事業
（宿河原駅周辺）（継続）

選奨土木遺産の認定を受けた活用（継続）
文化財の指定・登録（新規）

小泉橋周辺での歴史素材を
活用した整備（新規）

円筒分水スプリングフェスタ（継続）
樹木の更新【先導】五反田川放水路事業（継続）

・二ヶ領用水に関するHPの創設【先導】
・勉強会・講座等の開催【先導】
・二ヶ領用水総合基本計画推進会議の設置【先導】

エリアに関わらない施策
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5. 計画の実現に向けて 

  二ヶ領用水総合基本計画の基本方針に基づき、各推進施策を実施していくにあたり、まず先導

事業を展開していきます。先導事業とは、優先的かつ重点的に施策実施を行っていくことにより、

その成果が広く推進施策全体へと波及し、各基本方針の早期達成を目指すものです。推進会議は、

計画発動の起点として位置付けます。 

また、計画の実現に向けては、市民と行政がそれぞれの役割と責任のもと、相互の立場を尊重

し、より協働して取り組んでいくことが大切です。 

したがって、先導事業を実施するにあたっては、スムーズに事業進捗が図れるように、具体的

な規範として市民と行政の実施体制についてのとりまとめを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先導事業 施策内容

先導事業１

川崎の宝として二ヶ領用水を
「守る」

樹木の更新

周辺状況にあったフェンスの
改修

新たな浄化対策の推進

先導事業２

地域の魅力づくり・活性化に
二ヶ領用水を
「活かす」

先導事業３

市民に身近な二ヶ領用水を
「整える」

水路や旧水路跡を歩く
イベントの開催

勉強会・講座等の開催

二ヶ領用水一斉清掃の実施

二ヶ領用水総合基本計画推進
会議の設置

平間配水所周辺整備

多自然を考慮した整備
（渋川との分岐点周辺）

二ヶ領用水に関するHPの創設
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市民 行政

周辺状況にあったフェンスの改修 － 事業実施

樹木の更新 企画提案・協働実施 協働実施

新たな浄化対策の推進 参画 事業実施

水路や旧水路跡を歩くイベントの開催 事業実施 支援・参画

二ヶ領用水に関するHPの創設 企画提案 事業実施

勉強会・講座等の開催 事業実施 支援・参画

二ヶ領用水一斉清掃の実施 事業実施 支援・参画

二ヶ領用水総合基本計画推進会議の設置 参画 事業実施

多自然を考慮した整備 企画提案 事業実施

平間配水所周辺整備 企画提案 事業実施

先導事業③
市民に身近な二ヶ領用水

を「整える」

基本方針 施策内容
実施体制

先導事業①
川崎の宝として

二ヶ領用水を「守る」

先導事業②
地域の魅力づくり・活性化
に二ヶ領用水を「活かす」

守
る

活
か
す

整
え
る

 
 

 

実施体制区分 

○企画提案：事業実施前での企画立案 

○参  画：事業実施中での積極的もしくは主体的に加わること 

○協働実施：事業実施に関して、主体としての可能性の高いもの、もしくはその役割に応じて 

事業を実施すること、全ての段階に関わる 

○事業実施：事業主体として行うもので、全ての段階に関わる 

○支  援：人や物的支援 
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・二ヶ領用水は区間により様々な表情を持っていますが、中原区内の一部区間については、転落防

止のみが目的となっている箇所が見受けられます。また、箇所ごとの特徴や状況にあった景観に

配慮したフェンスの改修が求められていることから、公共空間景観形成ガイドラインや周辺状況

を考慮したフェンス改修を推進します。 

・多摩区内の宿河原線や中原区内の区間においては、市民の手による樹木の維持管理が行われてい

ますが、樹木の老朽化が進んでいることから、更新が必要となっています。行政・市民が連携し

て老朽化した樹木の撤去や植樹、維持管理を行うとともに、樹木老朽化の診断について関係機関

と協議を行い、計画的な樹木更新を推進します。 

・二ヶ領用水の浄化対策については、川が本来持っている「自浄作用」を促す取組が求められてお

り、河床のコンクリートを剥がし、水循環を促すとともに礫の投入により接触材としての浄化、

さらに、礫による植生生息域の拡大など、新たな浄化対策を推進します。 

 

表 40 施策内容実施体制 

施策内容 
実施体制 

市民 行政 

周辺状況にあったフェンスの改修 － 事業実施 

樹木の更新 企画提案・協働実施 協働実施 

新たな浄化対策の推進 参画 事業実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎の宝として二ヶ領用水を「守る」 
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図 39 施策内容位置図 

山下川

五反田川
平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区

高津区

中原区

幸区

川崎区

周辺状況にあったフェンスの改修【先導】

樹木の更新【先導】

新たな浄化対策

　の推進【先導】

樹木の更新【先導】

 
二ヶ領用水
二ヶ領用水(元流路）
その他河川

凡　　例

川崎の宝として
二ヶ領用水を守る
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・二ヶ領用水を活かす取組を進めるためには、市民との連携や協働が前提となり、そのためには計

画の内容を広く普及・啓発し、市民にアピールすることが重要です。そこで、「二ヶ領用水総合

基本計画」に関するホームページを新設し、計画の内容や、策定後実施される「二ヶ領用水総合

基本計画推進会議」の結果などを公表します。 

・現存する流路だけでなく、過去に存在した旧流路も対象とした散策イベントや一斉清掃、勉強会、

講座が継続的に実施できるよう市民と連携した取組を推進します。 

・二ヶ領用水では様々な市民活動が行われていますが、今後更なる円滑な発展には、行政との緊密

な連携・情報共有が不可欠です。そのため、市民と行政が定期的に会合をもち、計画の着実な推

進や市民ネットワークの醸成の場を構築していきます。 

・推進会議では、各施策内容の進捗状況や課題等について報告するとともに、課題が生じている場

合は改善策を検討していきます。 

 

表 41 施策内容実施体制 

施策内容 
実施体制 

市民 行政 

水路や旧水路跡を歩くイベントの開催 事業実施 支援・参画 

二ヶ領用水に関する HPの創設 企画提案 事業実施 

勉強会・講座等の開催 事業実施 支援・参画 

二ヶ領用水一斉清掃の実施 事業実施 支援・参画 

二ヶ領用水総合基本計画推進会議の設置 

（施策実施状況報告会） 
参画 事業実施 

 

地域の魅力づくり・活性化に二ヶ領用水を「活かす」 



 

 80

 

 

 

・中原区内の渋川との分岐点周辺においては、未改修部分が存在します。その区間の整備のあり方

を検討し、市民が水辺に親しめるよう、自然を残した整備のあり方について検討します。また、

その他の区間についても治水上可能な区間においては、多自然整備を推進していきます。 

・平間配水所は、二ヶ領用水が工業用水として各地の工場に配水される拠点であったことから、歴

史を知る上で重要な拠点であると言えます。現在では住宅や道路となり流路の存在が無くなって

いますが、平間配水所周辺の未利用地おいて、市民が集い、二ヶ領用水の歴史が見えるような整

備を推進します。 

表 42 施策内容実施体制 

施策内容 
実施体制 

市民 行政 

多自然を考慮した整備 

（渋川との分岐点周辺） 
企画提案 事業実施 

平間配水所周辺整備 企画提案 事業実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 40 施策内容位置図 

市民に身近な二ヶ領用水を「整える」 

山下川

五反田川
平瀬川

麻生区

多摩区

宮前区

高津区

中原区

幸区

川崎区

平間配水所周辺整備【先導】

多自然を考慮した整備【先導】

二ヶ領用水

二ヶ領用水(元流路）

その他河川

市民に身近な

二ヶ領用水を 整える

凡　　例
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6. 計画の進捗管理 
 

(1) 計画の進捗管理方針 

本計画は、基本理念である「水文化都市川崎の創造」を実現するため、効果的で実現性の高い基

本計画として、概ね 10年間における事業目標を定めたものです。（先導事業は 3年以内の事業着手

を目指します） 

引続き、二ヶ領用水をよりふさわしい形で後世へ継承していくためには、地域の方々の力を借り

ながらより良いものにしていきたいと考えています。そのためには、行政が事業として推進してい

く部分と、市民や市民団体・NPO 等が自主的な活動で事業を推進していく部分とが良好に融合して

いくことが必要です。 

このため、行政と市民が連携し、お互いの相互理解の下、PDCA サイクル（Plan（計画）→ Do（実

行）→ Check（評価）→ Act（改善））に従い計画の課題整理や進行管理をすることが必要です。 

 

 

図 41 PDCA サイクルによる計画の進捗管理 

 

そこで、市民、学識経験者、行政等の参画により「二ヶ領用水総合基本計画推進会議（以下、 

推進会議）」を設置し、毎年、各施策内容の進捗状況や課題等について報告するとともに、課

題が生じている施策内容については、改善策を検討し、次年度の取組の方向性を示します。 

  施策の実施にあたっては、本市総合計画に位置付けを行い、実行計画等と整合を図りながら

着実に取組を進めます。 

推進会議の中で議論された結果はホームページなどを通じて広く市民に公表していきます。 



 

 82

(2) 推進会議の概要 

推進会議は、以下の要領で開催します。 

 

【開催概要】 

平成 25(2013)年度に推進会議を設置し、その後は年 1回程度開催します。 

 

【参加者】 

推進会議は、市民代表、学識経験者及び関係行政機関（川崎市）で構成します。 

 

【協議・報告内容】 

計画策定以降、市民と行政（川崎市）が協働して推進した計画の進捗状況、検討の内容に

ついて、川崎市・市民から推進会議に報告します。推進会議は、PDCA サイクルに従い、報

告を踏まえて、適切な進捗管理を実施します。また、進捗状況について市民へ公表します。 

 

 

Check

　推進会議

　年1回開催

川崎市

Do

　市民

連携

　実施主体

報告
Plan

　二ヶ領用水総合基本計画

Act

　川崎市

実施

反映

改善

PDCAサイクル（毎年）

計画の見直し
（10年後）

計画の改定

学識経験者

市民 行政機関

 
 

図 42 二ヶ領用水総合基本計画 進捗管理体制 
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委員長・市民代表からのコメント 
 

 
 

 
 

市民代表コメント 

委員長コメント 
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１． 『東京近郊一日の行楽』（田山花袋）抜粋 

２． 二ヶ領用水総合基本計画 検討委員会、市民会議 メンバー 

３． 二ヶ領用水総合基本計画 検討委員会、市民会議 開催概要 



 

 

１． 『東京近郊一日の行楽』(田山花袋)抜粋 

 

 

東京近郊一日の行楽より 

 

田山花袋   

  

  登戸河岸から見た多摩の上流の翠微、これがまた捨て難い。瀬の多い脈のように流

れた川、その先に複雑した丘陵、またその先に奥深く多摩の山群が美しく日にかがや

いていた。百草の松連寺で見たよりも、もっとはっきりと多摩山群が見える。八王子

の裏の高尾、小仏の翠色も指された。 

 

  榎戸から溝の口の方へ流れて行っている用水の岸は、ちょっと風情に富んでいる。

第一、水量の多いのが気持ち好い。榎戸の橋のところにある大堰からして既に見事で

ある。四、五年前、暑い日に通った時には、この用水の岸は深樹と竹藪とに蔽われて、

その中を水が凄まじい音を立てて流れて行くというさまで、おりおり水に臨んで、夢

みるような合歓
ね む

の花が咲いているなど、そぞろに私達の心を惹いた。しかし、それか

ら二、三年して行った時には、その岸の樹も伐られたりすかされたりして、風情が大

分浅露になっていた。しかし、まだ捨てることの出来ないある特色を持っていた。そ

れに、相模丘陵のすぐ近く迫っているのも好かった。 

  この用水は久地の梅のある少し手前で、大堰をつくって、溝の口の方へ流れて行っ

ているが、その堰あたりも、丘陵が迫って来ていて感じが良い。夏行った時には、其

処で村の子供等が銅のような肌をして、河童のように潜ったり飛び込んだりしてい

た。久地の梅は、依然たる田舎の梅林だ。やや世離れたという意味では面白いが、そ

れほど大騒ぎをするようなところでもない。梅もそんなに多くない。 

 

  そこから二子の亀屋まで行く間は、多摩川が見えて、中々良い。私は薄暮にそこを

通ったが、いかにも落附いていて、田舎という気がした。私達はそこから二子に来て、

亀屋に泊まった。 

 

 

大正十二年博文館刊より抜粋   

現代教養文庫『東京近郊一日の行楽』一九九一年初版 

 



 

 

 

２． 二ヶ領用水総合基本計画 検討委員会・市民会議 メンバー 

 

(1) 検討委員会メンバー 
 

 

  

氏　名 所　　　　属　　　　等

1 宮村　忠 関東学院大学名誉教授

2 鈴木　誠 東京農業大学教授

3 知花　武佳 東京大学大学院准教授

4 中山　博夫 市民会議（代表）

5 關山　武男 市民会議（副代表）

6 阪口　拓造 市民会議（副代表）

7 萩原　ひとみ 市民会議（副代表）

8
佐々木　智之
（坪谷　剛）

国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所調査課長

9
榎木　良雄

（鈴木　和彦）
神奈川県横浜川崎治水事務所川崎治水センター管理課長

10
小林　登
（亀川　栄）

総合企画局都市経営部企画調整担当課長

11
草野　静夫

（山崎　愼太郎）
経済労働局農業振興センター農地課長

12 奥澤　豊 まちづくり局総務部企画課長

13
江田　政男

（窪田　雅一）
建設緑政局道路河川整備部河川課長

磯田　博和 建設緑政局計画部企画課長

箕輪　秀生 建設緑政局計画部企画課課長補佐

飯塚　英樹 建設緑政局計画部企画課主任

張戸　祐典
（伊波　信太郎）

建設緑政局計画部企画課

萩原　茂 建設緑政局緑政部緑政課長

吉濱　匡孝
（濱見　健）

建設緑政局道路河川整備部道路施設課長

※　（　）内氏名は前任の委員

関係機関

事務局

行政

学識経験者

市民会議

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

(2) 市民会議メンバー 
 

氏　名 所　　　　属　　　　等

1 長島　保 元二ヶ領用水竣工400年記念事業実行委員会委員長

2 中山　博夫 元二ヶ領用水竣工400年記念事業実行委員会副委員長

3 關山　武男 二ヶ領用水宿河原堀を愛する会・宿河原堤桜保存会

4 阪口　拓造 二ヶ領用水ウォッチング・フォーラム

5
安田　典子
（津脇　梅子）

二ヶ領用水・中原桃の会

6 三竹　隆雄 宿河原町会会長 多摩区役所推薦

7 太田　克躬 前土淵自治会会長 多摩区役所推薦

8 瀧村　治雄 久地第１町内会会長 高津区役所推薦

9 萩原　ひとみ 小杉町3丁目町会長推薦 中原区役所推薦

10 大澤　義和 下平間町内会会長　 幸区役所推薦

11 荒金　繁 大師地区町内会連合会副会長 川崎区役所推薦

12
門間　透

（大坪　浩行）
多摩区役所まちづくり推進部企画課長

13 八木　亮子 高津区役所まちづくり推進部企画課長

14
川添　文夫
（綱島　清）

中原区役所まちづくり推進部企画課長

15
佐々木　智子
（鈴木　猛）

幸区役所まちづくり推進部企画課長

16
原田　明

（金子　浩美）
川崎区役所まちづくり推進部企画課長

17
江田　政男
（窪田　雅一）

建設緑政局道路河川整備部河川課長

磯田　博和 建設緑政局計画部企画課長

箕輪　秀生 建設緑政局計画部企画課課長補佐

飯塚　英樹 建設緑政局計画部企画課主任

張戸　祐典
（伊波　信太郎）

建設緑政局計画部企画課

※　（　）内氏名は前任の委員

市民団体

事務局

行政

区役所推薦

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

３． 二ヶ領用水総合基本計画 検討委員会・市民会議 開催概要 

 

会議名 日付 場所 主な協議事項 

第 1回 

市民会議 

2011/06/10 

10：00～ 
明治安田生命ビル 

○ 計画改定までの進め方について 

○ 現計画の概要について 

第 1回 

検討委員会 

2011/07/12 

14：30～ 
川崎市役所第４庁舎 

○ 計画改定までの進め方について 

○ 現計画の概要について 

第 2回 

市民会議 

2011/08/12 

10：00～ 
中原区役所 

○ 二ヶ領用水の現状について 

○ ワークショップの開催 

第 2回 

検討委員会 

2011/09/01 

10：00～ 
明治安田生命ビル 

○ 二ヶ領用水の現状について 

○ 基本理念・基本方針について 

第 3回 

市民会議 

2011/10/26 

14：00～ 
中原区役所 

○ 基本理念・基本方針について 

○ 施策の方向性について 

第 3回 

検討委員会 

2011/11/17 

14：00～ 
明治安田生命ビル 

○ 基本理念・基本方針について 

○ 施策の方向性について 

第 4回 

市民会議 

2012/01/23 

10：00～ 
明治安田生命ビル 

○ 基本理念・基本方針について 

○ 施策の方向性について 

○ ワークショップの開催 

第 4回 

検討委員会 

2012/02/16 

15：30～ 
明治安田生命ビル 

○ 基本理念・基本方針について 

○ 施策の方向性について 

○ 実行計画に向けた市民意見とりまとめ 

第 5回 

市民会議 

2012/05/14 

9：30～ 
川崎区役所 

○ 計画改定案について 

○ 計画に位置付ける施策内容について 

第 5回 

検討委員会 

2012/05/25 

9：30～ 
明治安田生命ビル 

○ 計画改定案について 

○ 計画に位置付ける施策内容について 

第 6回 

検討委員会 

市民会議 

（合同会議） 

2012/07/06 

13：00～ 

現場見学 

二ヶ領せせらぎ館 

○ 現場見学会の開催 

○ 計画改定案について 

第 7回 

市民会議 

2012/08/09 

14：00～ 
明治安田生命ビル ○計画改定案について 

第 7回 

検討委員会 

2012/08/28 

14：00～ 
明治安田生命ビル ○計画改定案について 

第 8回 

検討委員会 

市民会議 

（合同会議） 

2012/11/02 

10：00～ 
明治安田生命ビル ○計画改定案について 

パブリックコメント（2012/12/10～2013/01/09） 

第 9回 

検討委員会 

市民会議 

（合同会議） 

2013/02/18 

： ～ 
 ○計画改定版の報告について 

二ヶ領用水 

シンポジウム 

2013/3/24 

 
 ○計画書の公表 

 


